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候
補

者
別

得
票
数

③　高崎　照雄氏　17,473票
○　渡辺　博道氏　15,027票

⑤　本清　秀雄氏　14,265票
白 河上　茂氏12,698票

水上　逸朗氏　12,694票

三輪　由美氏　8,803票
山口　守利氏　8,437票

⑤E[]は当選人

○　松本　和那氏　14,196票
⑤　高橋　義雄氏　9,545票
ひ　久保村礼子氏　7,231票

菊地　明氏　3,780票

鈴木　雄三氏　3,340票

外山　利通氏　1,247票

⑤正[]は当選人

当ｌ

221,303人
男- 112,291人

124,579人
男－62,850人

女- 109,012人 女- 61,729人
投
票
者
数

90,486人
男－　43,285人

40,501人
男- 19,790人

女－　47,201人 女- 20,711人

投
票
率

40.8996
男－　38.5596

32.5196
男－　31.4996

女－　43.30% 女－　33.55%

主な内容

行政リストラ市民会議

最終提言の要約…２・３

健康診査は

健康管理の出発点…４・５

情報チャンネル………６・７

街の話題……………………８

・桜色の春を満喫。桜まつり

・多自然型護岸が完成／

任
期
満
了
に
伴
う
干
葉
県
議
会
議
員
選
挙
が
４
月
９

日
に
行
わ
れ
、

午
後
Ｚ

時
3
0分
か
ら
松
戸
運
動
公

園
体
育
館
で

開
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

千
葉
県
議
会
議
員
が
決
定

わたしの夢

豊 津　 瑞 樹 さん （大橋小学校４年生）

虫のけんきゅうかになるのが、わたしの

ゆめです。お花やさんとかソフトクリーム

やさんもいいなあと思っだけど、虫が一番

すきだからです。わたしは、ぜったいに虫

のけんきゅう家になって、とかげとか、か

ぶと虫と 力ヽ、ちようちよとが、ざりがにに

いつも、かこまれていたいなあと思います。

リ
ス
ト
ラ
ヘ
の
具
体
的
提
案
も

４

月
1
2日

、
松
戸
市

行
政
リ
ス

ト
ラ
市

民

会
議
（
会

長
　

井

原

哲
夫
氏

・
委
員

全
十

五
人

）
は
、
行

政
リ
ス

ト
ラ
に

関
す

る

最

終
提
言

を
市
長
に

提
出
し

ま
し
た

。

市

民
会

議
は
、

昨
年
の
1
0
月
『
／
日
に

発
足
し

、
1
2
月
７

日
に

は
、
行
政

リ
ス

ト
ラ

の
基
本

理
念

・
目
的

・
基
本
方

針
を
明

ら

か
に
し

た
中

間
提

言
を
提
出

し
ま
し

た
。

そ
の
後
も

、
中
間

提

言
に
基

づ
き
、
討

議
を

続
け
、
こ
の

ほ
ど
具

体
的

な
内

容
を

含

む
提
言
と

し
て

、

提
出
の
運
び
と

な
っ

た
も
の
で

す
。

市
は

今
後
、
こ

の
最
終

提
言
を

尊
重
し
つ
つ

、
内

部
に
設

置

し
た
行

政
リ
ス
ト

ラ
実
施

本
部
に

お
い
て

、
本
年

秋
を
め
ど

に
、

行
政
リ
ス

ト
ラ

実
施
計
画

を
策
定

す
る
予

定
に

な
っ
て
い
ま

す
。

（
最

終
提
言
の

要
約

を
、２
・
３
ペ

ー
ジ
に

掲
載
し

て
い

ま
す
）

5月3日（祝）こども祭を開催！

コーナー 内　　　　　容
10

閲　 ※　 ※会日

Ｉこあ 当で 申 場時４
どり 曰く 込 ＥＥ９
も まの だ制2153 課 す臨さ の 世月

２育 の
時い 催 紀 ３０

成 で駐 し゚ の日
番係 ｀車　 物 森睨

゛。 で場　 はと 午叩 当 き。　　` 広前

10日る 無　
４場10

1の だ料　 月
。 時４

問げ　24 つ Ｓ９い
電は　日 ど 午４

合 車常 （月）い 後１
わ や盤　 ま の ３４せ

バ平　 で 広時
勇 は ス第　 に 場－

を` 三　 電゛ 雨
こご 小　 話　

天

ど 利学　 で　 時
も 用 校　　` 　は

祭く ⌒　
こ　 ４

実 だ駐　 ど　
日

行さ 車　 も　 肺
委 い台　 課　丿
員 Ｊ` 数　へ
会　 に　 申

昔　
限　 し

030　り　 込
１　が　 ん

ち び つ こ 太 鼓 こどもたらが和太鼓の響きをかなでます

Ｓ　　　　L　Ｌ ミニＳ凵こ乗って広場を一周(雨で延期のときは中止)

う で ず も う 学年別、男女別の12区分による勝ち抜き大会

こ ど も み こ し たるみこし３台が会場内を練り歩く（申込制・当日受付）

ヨ　 ー　ヨ　 ー 会場内数力所でヨーヨー作りを楽しみます

冒　　　　　　険 手作りフフスレ チツクを楽しみます

ウォークリー ゲーム方式で会場内を散策

昔 の 遊 び 創 作 竹細工（竹トンボ・竹馬）を作り、自由に遊びます

バ　　 ザ　　 ー 各育成会の不用品を持ち寄り、参加者へ販売(申込制)

マジッ クショ ー ふしぎなふしぎな手品の数々を間近で見よう

折　　 り　　 紙 かわいい動物・きれいな花など、折り方をたくさん覚えよう

こどもおはなしｷｬﾗ ﾊﾞﾝ おはなしキャラバンとこどもおはなしキャラバンが出るよ

迷　　　　　 路 あなたは上手に脱出することができるかな

ち び つ こ 相 撲 豆力士による勝ち抜き大会（申込制）

カ　　 ル　　 タ 松戸かるたを使用し、個人戦を行います

ガ ール スカ ウト みんなで楽しく遊びましよう

計　　　　　 量 楽しい計量クィズガあるよ

地 震 コ ー ナ ー ウルトラ防災クイズで防災知識を勉強します

世 界 の 遊 び 世界各国のこどもの遊びを紹介します

レクリエーション みんなで楽しいゲームをしよう

コ　　 フフ　　 ラ コアラテレビによる各催し物の取材と楽しいゲーム

そ　　 の　　 他 選挙管理委員会で白ばらの苗木1500本を配布

熱心に虫の研究をする瑞樹さ ん

行政リストラ市民会議が
最終提言を市長に提出



は
じ

め

に

参
行
政
リ
ス
ト
ラ
の
目
的
と
背
景

行
政
の
目
的
は

、
市
民
が
将
来

に
わ
た
り
、
満
足

感
を
も
っ
て
、

生
き
生
き
と
生
活
で
き
る
ま
ち

づ

く
り
に

あ
０

ま
す
。

し
か
し

、
高
齢
化

、
経
済
の
低

成
長
、
市
民
の
価
値
観
と
選
択
の

多
様
化
、
安
全
指
向
の
高
ま
り
な

ど
、
社
会
環
境
は
激
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。

こ
の
と
き
、
二
つ
の

筋
道
を
通

じ
て
行
政
の
対
応
の
仕
方
を
変
え

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
、
行
政
の
重
点
の
置
吉

方
で
す
。
高
齢
者
の
増
加
へ
の
対

応
、
安
心
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
は
、

ウ
ェ
イ
ト
を
高
め
る
べ
き
分
野
で

し
ょ
う
。

も
う
一
つ
は
、
行
政
の
あ
り
方

で
す
。
市
民
の
価
値
観
の
多
様
化

は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
難
し

く
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
む
だ
が

発
生
し

が
ち
に
な
り
ま
す
。
市
民

と
行
政
の
間
の
意
思
疎
通
や
、
将

来
の
ま
ち
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
の
共

②
お
こ

づ
か

い

等

）
に

つ

い
て

は

、

見

直
し

が
必

要

と
な

れ

ば
、
廃
止
・

縮

小
ま

た

は

、

介
護

サ

ー
ビ
ス

等

へ

の

転
換

を

検
討

す

べ

き
で

す

。

＠
受
益
者
負
担
の
見
直
し

税
金
を
払
う
市
民
へ
の
公
平
性

か
ら
見
て
、
特
定
の
利
用
者
だ
け

が
無
料
ま
た
は
低
料
金
で
サ
ー
ビ

ス

を
受
け
る
こ

と
に
は
限
界
が
あ

り
ま
す
。
現
行
の
公
共
施
設
使
用

料
等
は
見
直
し
、
現
在
負
担
の
な

い
行
政
サ

ー
ビ
ス
で
も
、
必
要
に

応
じ
て
新
た
に
受
益
者
負
担
の
制

度
を
設
け
る
こ
と
も
検
討
す
る
必

要

が
あ
り
ま
す
。

・

公

共

施

設

の

見

直

し

Ⅲ
文
化
施
設
・
生
活
関
連
施
設

①
既
存
の
施
設
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
快
適
性
や
市
場
性
の
度
合
い

な
ど
、
施
設
の
性
格
に
基
づ
き
、

見
直
し
を
図
る
こ
と

が
必
要
で

す
。

②
新
た
な
文
化
施
設
（
美
術
館
・

音
楽
ホ
ー
ル

等
）
の
建
設
に
つ
い

て
は
、
あ
ら
た
め
て
市
民
の
合
意

形
成
を
図
０
な
が
ら
検
討
す
べ
き

で
す
。

③
市
民
会
館
等
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
施
設
は
、
高
齢
化
な
ど
の

変
化
に
対
応
し
う
る
設
備
を
、
計

最終提言について

ご意見をお寄せください

市
民
会
議
最
終
提
言
要
約

有
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、

市
民
の
責
任
も
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
化

社
会
へ
の

対
応
な
ど
の

行
政
課
題

が
緊
急
性
を
増
し
て

い

ま
す
が
、
財
源
は
増
え
に
く
い
時

代
で
す
。
負
債
に
よ
っ
て

賄
え

ば
、

将
来
、
そ
の
つ
け

が
回
っ
て

き
て
、

市
民
の
満
足

度
は
低
下
せ

ざ
る
を

得
な
く
な
り
ま
す
。

役
割
が
低
下
し
た
行
政
サ

ー
ビ

ス
を
見
直
し

た
り

、
全
体
的
な
行

政
の
効
率
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
市
民
の
協
力
が
、
市

民
の

満
足
度
を
高
め
る
こ

と
が
考

え
ら
れ
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
立
場

の
弱
い
人
に
対
し
て
は

、
十
分
な

配
慮
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

こ
う
し
た
目
的
を
効
率
的
に
達

成
す
る
に
は
、
行

政
シ
ス
テ

ム
自

体
を
手
直
し
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
こ

れ
ら
の
改
革
は
、
既
得
権

と
か
か
わ
る
面
が
あ
る
だ
け
に
、

市
民
の
合
意
と
協
力
が
欠
か
せ
ま

せ
ん
。

画
的
に

整
備
す
べ
き
で

す
。

④
施
設
利
用
を
高
め
る
た
め
、
駐

車
場
、
路
線
バ
ス
等
の

交
通
利
便

性
を
確
保
す
べ
き
で

す
。

⑤
文
化
施
設
の
運
営
基
準
（
開
館

時
間
等
）は

、市
民
生
活
の

多
様
化

に
対
応
し
て
見
直
す
べ
き
で
す
。

口
学
校
教
育
施
設

小

学

校
全
体
の

学

級
数
は

ピ

ー
ク
時
で

千
二
百
二
十
学
級
が
平

成
六
年
度
で
八
百
九
十
四

学
級
、

中
学
校
は

、
五
百
二
十
八

学
級
が

平
成
六
年
度
で
四
百
四

学
級
と
な

っ
て
い

ま
す
。
今
後
も
児
童
生
徒

数
は
全
市
的
に
は
、
ほ

ぼ
横
ば
い

と
見
ら
れ
、
空
き
教
室
の
存
在
が

問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
最
適
な
学
校
規
模
の
上
限
と

下
限
に
つ
い
て
市
民
を
交
え
て
論

議
を
深
め
、
中
長
期
的
視
点
で
、

学
区
の
再
編
成
を
図
る
こ

と
が
大

切
で
す
。
ま
た

、
高
齢
化
な
ど
に

対
応
し
て

、
学
校
施
設
の

有
効
活

用
も
検
討
す
べ
き
で
す
。

松
戸
市
立
高
校
は
、
地
域
に
密

着
し
た
特
色
あ
る
高
校
と
し
て
、

変
貌
す
べ
き
で
す
。

幼
稚
園
の
サ

ー
ビ
ス

は
、
民
間

幼
稚
園
に

よ
り

、
ほ
ぼ
需
要

が
満

た
さ
れ
て

お
り

、
公
立
の

幼
稚
園

三

園
・
実
質
二
園
）
は
、
廃
止
を

含
め
て

見
直
し
を
行
う
べ
き
で
す
。

最終提言へのご意見をお寄せください。原

則として文書で、住所・氏名を明記の上、〒

271松戸市根本387- 5 松戸市役所事務管理課

「行政リストラ担当」にお送りください。

最終提言の全文を希望する人は、上記の担

当までお申し出ください。

あ
な
た
の
健
康

無
自
覚
性
耳
管
狭
窄
症

今
年
の
冬
は
例
年
に
比
べ
て

イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
普
通
感
冒

が
多
発
し
た
よ
う
で
す
。
風
邪

の
後
、
昌
や
喉
（
の
ど
）
な
ど

の
炎
症
が
な
か
な
か
消
え
ず
、

体
の
不
調
を
感
じ
た
人
も
多
か

っ
だ
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か

。

こ

の
よ
う
に
鼻
や
喉
の
異
常

が
長
く
続
い
て
い
る
と
き
、
冷

暖
房
が
強
す
ぎ
る
な
ど
の
不
摂

生
が
引
き
金
に
な
っ
て
、
耳
管

の
病
気
と
は
気
付
か
ず
に
、
不

快
感
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
症
状
が

と
き
に
現
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま

す
。
こ

れ
が
無
自
覚
性
耳
管
狭

窄
（
さ
く
）
症
で

す
。

耳

管

の

機

能

耳

管
と
は
鼓
膜
の
内
側
の
中

耳
腔
と
、
輿
腔
の

奥
と
を
繋

う

な
）
い
で

い
る
三
・
五
惣
ほ

ど

の
細
長
い
管
を
指
し
ま
す
。

こ
の
耳
管
は
普
段
は
閉
じ
て

い
て

、
つ

ば
を
飲
み
込
ん
だ
と

き
な
ど
に
開
い
て

、
鼓
膜
の

内

と
外
と
の
空
気
圧
を
常
に
同
圧

に
す
る
調
節
弁
の
役
目
を
し
て

い
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
内
側
の
粘
膜
に

は
線
毛
が
あ
っ
て

、
一
分
間
に

八

百

か
ら

千
回

と
い

う
速

さ

で

、
稲
穂
の
よ
う
な
動
き
を
し

て
い
て
、
耳
か
ら
鼻
の
方
へ

細

菌
な
ど
を
排
泄

す
る
仕
事
を
し

て
い
ま
す
。

耳

管

狭

窄

と

は

だ
れ
で
も
高
い
山
か
ら
下

り

市民相談心配ごと・人権相談巡回年金相談各種相談

て

き
た
と
き
な
ど
、
一
時
的
に

耳
の
閉
塞
（
へ
い

そ
く
）
感
を

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
す
ぐ
元

ど
お
り
に
治
っ
た
り
し
ま
す
。

と
こ
ろ

が
、
鼻
や
喉
の
炎
症

が
耳
管
へ

波
及
し
、
耳

管
内
面

の
粘
膜
が
腫
（
は
）
れ
て
粘
液

も

増
加

し
て

詰

ま
っ
て

し

ま

い

、
耳
の
閉
塞
感
や
、
軽

度
難

聴

、
耳
鳴
り
な
ど
が
続
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ

れ
が
普
通
の

耳

管
狭
窄
症
で
す
。

さ
ら
に
長
い

期
間
続
い

た
場

合
に
は
、
耳
の

詰
ま
っ
た
感
じ

が
自
覚
で

き
な
い
よ
う
に
な
る

の
で

す
。
乳
幼
児
期
に
鼻
や
喉

の
弱
か
っ
た
人
に

多
く
発
疱
す

る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

症

状

と

治
療

耳
が
悪
い
と
感
じ
な
い
で
、

多
彩
な
症
状
が
現
れ
ま
す
。
最

も
よ
く
見
ら
れ
る
の
が
、
な
ん

と
な
く
治
り
に
く
い
咽
頭
（
い

ん
と
う
）
痛
や
咽
頭
異

物
感
で

す
。
そ
の
ほ
か
人
に
よ
り

さ
ま

ざ
ま
で

す
が
、
肩
こ

り
、
首
が

張
る
、
頸
部
痛
、
頭
腮
、
め
ま

い

、
不
眠
、
集
中
力
の
低
下
な

ど
も

起
こ

る
こ

と

が
あ

り
ま

す
。ま

れ
に
う
つ

状
態
に
な
り
、

う
つ

病
と
間
違
わ
れ
る
ほ
ど
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

治
療
は
耳
管
に

空
気
を
通
す

方
法
や

、
粘
膜
の
腫
れ
を
除
く

薬
の
使
用
な
ど
で

す
。

（
松
戸
市
医
師
会
）

５
月
の
相
談
案
内

相談名 日　　　　時 会場

法律相談

毎週火・木曜日と毎月第２・第４月曜
日、午後１時～５時
毎月第１月曜日、午前９時～正午
(いずれも予約制)

市
役霜

?i

ｲ‾

税務相談 12刪午後１時～５時

登記相談 19廊午後! 時～４時30分

行政相談 ８(月)・22(月)午後１時～３時

住宅相談 106K)･17困・24冰)・31圉
午前10時～午後４時

交通事故･

市政一一 般

相 談
毎日午前８時30分～午後５時 吏

会　　場 日　　　時

市役所相談
コーナー

第２～第４
金曜日

ぶ

訪
牟
言
時

馬橋支所 ○１(月)

六実支所 ○２㈲

小金支所 ２(火)

常盤平支所 10伽・○17團

新松戸市民
センター

○10伽・○19窟一

小金原市民

センター
11困・○18休）

※○E口は心 配ごと 相談のみ

奈人 権相談は千葉地 方法務局松戸

支局(f163 －6278 番) でも 行って
います。

問市民相談室（金銭 問題の相談も行いま す）

固人権相談＝ 援護課庶務係

心 配ごと相 談＝ 社会福祉協 議会

豐68－0503 番

会　　場 日　　時

常盤平支所 ２関

ぷ
W

4=
言
時

小 金 支 所 ９関

小金原支所 12廊

馬 橋 支 所 16(火)

六 実 支 所 19廊

新松戸支所 23W

矢 切 支 所 26廁

東 部 支 所 30(火)

※上記以外の日は国民年金課
へ

閲国民年金課適用係

相　 談　名　 ・ 日　　　 時 会　　 場

商人よ ろず相談
闊商工課振興係

８(月)

午前10時～午後３時3C汾

六実市民

センター

17團
午前10時～午後４時

市役所相談

コ ーナー

労働相 談
鬩商工 課労政係

毎月第 １･ 第 ３月曜日

午 後１時～ ５時
市役所相談
コ ーナー

消費生活相 談
圏消贊生活センター

≫65 ―6565番

月～金曜日

午前９時～ 午後４時

消費生活

セン ター

女性 就業相談

閲商工 課労政係
毎 週水 ・金曜日

女 性就業

相談室

※労 働相談は柏労働基準監督署（酋叫刀一 回-0245 番）
でも 行っ てい ます。

（ 相談 は すべて 無料 で す。 お気 軽 にご 利用 を ）

第１章

市
民
と
行
政
の
新
し
い
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
構
築
す
る
た
め
に

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
行
政
リ
ス
ト
ラ
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、

市
民
と
行
政
の
新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
構
築
が
前
提
で
あ

り
基
本
で
す
。

リ
ス
ト
ラ
市
民
会
議
は
、
「
開
か
れ
た
行
政
Ｌ
「

効
率
の
よ
い
行

政
」
を
求
め
る
と
と
も
に
、
市
民
自
身
も
、
主
体
的
に
都
市
づ
く

り
を
担
う
強
い
自
覚
を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
の
見
地
か
ら
、
市
民

と
行
政
が
、
共
通
の
土
俵
（
基
準
）
で
、
真
の
議
論
が
で
き
る
関

係
を
築
き
あ
げ
た
い
と
願
う
も
の
で
す
。

・

新
し
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
へ
の
具
体
的
提
言

出
市
民
ニ

ー
ズ
の
積
極
的
把
握
と

調
査
・
分
析

シ
ス
テ

ム
の
確
立

政
策
・
施
策
の
形
成
に

は
、
市

陽

〒

ズ
の

確
認
が
基
本
で
す
。

行
政
は
、
各
種
の
デ
ー
タ
を
収
集
・

分
析
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に

把
握
し
、
政
策
・
施
策
の
実
施
に

つ
い
て

、
市
民
の

合
意
を
求
め
て

い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

市
民
ニ

ー
ズ
を
把
握
す
る
た
め

に
は
、
内
容
、
対
象
、
緊
急
性
な

ど
を
考
慮
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま

な
手
段
を
活
用
し
、
工

夫
す
る
こ

と
が
極
め
て
重
要
で

す
。

①
全
世
帯
市
民

意
識
調
査
の
実
施

：
塞

本
事
項
に
つ
い
て

市
職
員
に

よ
る
面
接
調
査
を
実
施
す
べ
き
で

す
。

②
全
世
帯
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実

施
：
摘

別
・
具
体
的
事
項
に
つ
い

て

、
郵
送
方
式
で
実
施
す
べ
き
で

す
。

③
機
動
調
査
の
実
施
・
＝
緊
急
事
項

に
つ
い
て
は
、
電
話
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
す
べ
き
で
す
。

口

新
た
な
広
聴
ネ
ツ
ト
ワ
ー
ワ
の

構
築

市
民
と
行
政
の
両

者
が
、
相
互

に
情
報
を
交
換
す
る
機
会
と
場
を

圀
保
育
施
設

保
育
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
は
、
女

性
の

社
会
参
加
な
ど
に
よ
っ
て

、

夜
間
保
育
な
ど
、
質

的
に
変
化
し

て

お
り
、
多
様
な
ニ

ー
ズ
に
対
応

し

た
保
育
サ

ー
ビ
ス

が
期
待
さ
れ

て
い

ま
す
。
一
方
で

、
保
育
サ
ー

ビ
ス
の

事
業
費
は

、
市
全
体
で

年

間
約
五
十
億
円
。
費
用
負
担
の
内

訳
は
、
保
護
者
（
受

益
者
）
が
約

十
億
円

、
国
・
県
で

約
十
億
円
、

市
（
税
金
）
が
約
三
十
億
円
で
す
。

こ
の

た
め

、
現
行
の

保
育
サ
ー
ビ

充
実
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
相
互

理
解
が
進
み
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任

や
義
務
を
果
た
す
こ
と

が
で

き
ま

す
。
行
政
は

、
広
く
市
民
か
ら
の

提
言
・
要

望
を
受
け
入
れ
る
体
制

を
整
備
し
、
迅

速
な
処
理
を
行
い
、

市
民
と
の

意
思
疎
通
が
活
発
と
な

る
よ
う
な
方
策
を
考
え
る

べ
き
で

す
。

①
市
政
相
談
機
能
の
充
実
・
強
化

・：
市
民
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
よ

第２章

う
な
、（
仮
称
）
市
政
相
談
セ
ン
タ

ー
を
設
け
る
と
と
も
に

、『
行
政
全

体
と
し
て
市
民
ニ
ー
ズ
の
把
握
・

分
析
、
行
政
へ
の
提
言
を
担
当
す

る
組
織
を
設
け
る
べ
き
で

す
。

②
支

所
機

能
の

強
化
・：
支
所

長

は
、
市
長
の
代

わ
り
と
し
て
、
地

域
の

責
任
者
と
し
て
の
役
割
を
明

確
に

す
る
と
と

も
に
、
支
所
は
、

新
た
に

、
市
政
相
談
セ
ン

タ
ー
の

出
先
と
し
て
の
機
能
を
持
つ

べ
き

で
す
。

③
堡

一∵

苦
情
処
理
手
続
き
の
明

文
化
・
＝
統
一
の
基
準
で
、
責
任
あ

る
処
理
を
行
う
た
め
の

「
処
理
手

続
き
要
綱
」
を
制
定
す
べ
き
で
す
。

圀
市
民
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の

各
種
方
策
の
充
実

市
民
参
加
の
仕
組
み
は
存
在
し

ま
す

が
、
制
度

が
硬
直
化
し
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
生
き
生

き
と
し
て

、
幅
広
く
市
民
の
参
加

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ

り
ま
す
。

①
新
し
い
市
民
組
織
（
仮
称
・
口

ビ
ン
フ
ッ
ド
）
の
設
立
・：
市
民
と

行
政

が
対
等
な
立
場
に
立
っ
て
、

市
民
参
加
の
行
政
を
実
現
す
る
た

め
に

、
行
政
お
よ
び
議
会
の
承
認

の

も
と
に
、
広
く
市
民
の
声
が
反

映
さ
れ
る
市
民
組
織
を
設
立
す
べ

き
で

す
。

②
新
・
市
政
モ
ニ
タ

ー
制
度
の

設

定
：
人

員
な
ど
、
現
行
の
市
政
モ

ニ

タ
ー
制
度
を
見
直
し
、
行
政
全

般
に
わ
た
っ
て
意
見
を
具
申
で

き

る
よ
う
、
充
実
・
強
化
す
べ
き
で

す
。

③
審
議
会
の
活
性
化
…
審
議
会
に

は
、
積
極
的
に
市
民
か
ら
の
公
募

委
員
を
加
え
る
よ
う
努
め

、
委
員

の
再
任
や
兼
任
を
制
限
す
る
な
ど

に
よ
０

、
活
性
化
を
図
る

べ
き
で

す
。

④
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
呼
び
か
け
と

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制
の
整
備
・：
市

民
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
し
や

す
く
な
る
よ
う
、
行
政
に

ボ
ラ
ン

テ

ィ
ア
に
闃
す
る
情
報
の
収
集
・

提
然

連
絡
窓
口
を
設
置
し

、
運

営
は
市
民
の
自
主
性
に
ま
か
せ
る

市
民
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
の
た
め
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
検
討
の
主
眼
は
、
限
ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
有

効
に
生
か
し
て
、
市
民
に
満
足
で
き
る
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
か

に
あ
り
ま
す
。
平
成
に匸
年
度
の
市
の
予
算
額
は
一
千
四
十
六
億
円

で
す
が
、
同
年
度
末
地
方
債
の
残
額
は
、
一
千
三
百
六
十
六
億
円

が
見
込
ま
れ
、
予
算
額
を
上
回
っ
て
お
り
、
こ
れ
以
上
の
負
債
は

避
け
る
べ
き
で
す
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
行
っ
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
確
認
の
上
、
今
後
も
継
続
す
る
か
、
点

検
を
始
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
継
続
す
る
事
業
、
新
た
な
事
業
は
、
明
確
な
視
点
を
定

め
て
常
に
検
討
し
、
必
要
な
見
直
し
を
行
う
べ
き
で
す
。

ス
の
枠
組
み
を

、
負
担
を
含
め
て

検
討
し
、
新
し
い
保
育
の
ニ

ー
ズ

に
合
つ
た
も
の
に
変
更
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て

、
保
育
所

の
適
正
配
置
な
ど
に
つ
い
て
も
、

民
間
保
育
サ

ー
ビ
ス
と
の

役
割
分

担
を
視
野
に
入
れ
て

検
討

す
べ
き

で
す
。

即
医
療
施
設

市
立
病
浣
は

、
年
々
収
支
が
悪

化
し
、
一
般
会
計
で

大
幅
に
負
担

し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
医
療

セ
ン
タ

ー
柬
松
戸
病
院
が
開
設
さ

れ
、
こ

れ
に

伴
う
設
備
投
資
等
が

新
た
な
財
政
負
担
を
招
い
て

い
ま

す
。第

三
次
救
命
救
急
医

療
セ
ン
タ

ー
、
小
児
医

療
セ
ン

タ
ー
な
ど
の

特
殊
な
部
門
は
あ
り
ま
す
が
、
不

採
算
部
門
に
つ
い
て

は
、
効
率
的

な
運

営
を

図
る
必

要

が
あ
り

ま

す
。
そ
の
た
め
、
市
立
病
院
と
東

松
戸

病
院
の

機

能
を
明

確
に
し

て

、
両
院
経
営
の
統
合
管
理
・
経

営
改
善
に
つ
い
て

検
討
す
る
こ

と

や
、
医
療
担
当
職
員
を
含
め
て
、

環
境
の
変
化
に
対
応
し
た
効
率
的
な

行
政
シ
ス
テ
ム
の
構
築
の
た
め
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
充
て
ら
れ
る
資
源
に
は
制
限
が
あ
り
、
サ
ー

ビ
ス
の
コ
ス
ト
は
割
高
に
な
っ
て
い
く
傾
向
が
強
く
、
行
政
は
そ

の
規
模
に
新
た
な
基
準
を
設
け
る
必
要
に
迫
ま
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
行
の
組
織
と
そ
の
シ
ス
テ
ム
を
軸
に
検
討
し
、
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
効
率
的
に
提
供
す

る
新
た
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
考
え

る
べ
き

で
す
。

・

実

現

す

べ

き

目

標

山
時
代
や
環
境
の
変
化
に
常
に
対

応
で

き
る
柔
軟
な
組
織
と
そ
の

運
営

芯
現
行
組
織
の
見
直
し
に
よ
る
業

務
の
統
廃
合
お
よ

び
そ
れ
に
伴

う
経
費
の
節
減

郎
職
員
の

労
働
生
産
性
の
向
上

瑤

目

標

実

現

の

た

め

の

具

体

的

提

言

出
業
務
の
内
容
を
明
確
な
尺
度
で

分
類
し

、
市
民
に
分
か
り
や
す

い

組
織
に

再

編
成

す

べ
き
で

す
。

個
共
通
事
務
の
一

部
を
一
括
し
て

管
理
し

、
情
報
機
器
を
活
用
し

て

効

率

的
に

運
用

す

べ
き
で

す
。

③
出
先
機
関
と
な
っ
て
い
る
各
種

施
設
の
一
部
を
一
括
管
理
と

し

、
職
員
の
配
置
等
を
検
討
す

べ
き
で

す
。

圉
政
策
を
迅
速
に
実
行
す
る
た
め

の
機
動
力
を
確
保
す
る
た
め
、

政
策
間
、
ま
た
そ
の
実
施
を

Ｉ

貫
し
て

調
整
す
る
機
能
と
権
限

を
も
っ
た

部
署
を
新
設
す
べ
き

で

す
。（
政
策
企
画
室
）

㈲
非
常
時
に
迅
速
に
機
能
し

得
る

危
機
管
理
シ
ス
テ
ム
と
本
部
機

能
を
持
つ

部
署
を
新
設
す
べ
き

で

す
。（
防
災
対
策
室
）

賄
組
織
の
再
編
成
の
場
合
、
各
部

署
の
適
正

規
模
、
適
正
配
置
を

検
討
し
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
質

の
向
上
を
図
る
べ
き
で

す
。

⑦
各
部
署
の
人

件
費
、
一
般
経
費

等
の
労
働
生
産
性
に
関
す
る
デ

ー
タ
を
指
数
化
し
、
松
戸
市
固

有
の
経
営
努
力
の
側
面
に

立
つ

て

、
最
適
規
模
と
な
る
よ
う
常

に
監
視
す
べ
き
で

す
。

㈲
職
員
規
模
は
、
将
来
構
想
に
基

づ
く
雇
用
計
画

を
立
案
し
、
新

規
採
用

、
勧
奨
退
職
等
の
雇
用

調
整
を
実
行
す
べ
き
で
す
。
中

途
採
用
を
す
る
場
合
は
、
特
殊

技
能
者
・
有
資
格
者
等
、
柔
軟

に
対
処
す
べ
き
で
す
。
ま
た
、

意
欲
あ
る
職
員
の
抜
て

き
を
可

能
に
す
る
仕
組
み
も
検
討

す
べ

き
で
す
。

㈲
経
費
削
減
が
で
き
、
か
つ

市
場

で
賄
え
る
業
務
は
積
極
的
に
民

問
へ
委
託
す
べ
き
で
す
。

渕
雇
用
の
硬
直
化
を
防
ぐ
た
め
、

パ
ー
ト
や
臨
時
職
員
の
採
用
に

つ
い
て
新
た
な
規
定
を
設
け

、

生
産
性
の
向
上
を
図
る
べ
き
で

す
。
例
え
ば
、
市
民
の
任
意
に

基
づ
く
人
材
登
録
制
度
（
仮
称
・

グ
リ

ー
ン

ー（

ン
ズ
）
を
設
置

す
べ
き
で

す
。

皿

職
員
の
生
産
性
向
上
を
図
る
た

め
、
民
間
企
業
や
大
学
等
へ
の

研
修
派
遣
、
ま
た

、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
等
へ
の
参
加
を
奨
励

す
る

制
度

を
設

置

す
べ
き
で

す
。

皿

原
価
意

識
へ

の
関

心
を

啓
蒙

し
、
む
だ
の
排
除
に
努
め
る
「
企

業
風
土
」
を
確
立
す
べ
き
で

す
。

・

補

助

金

の

見

直

し

補
助
金
の
額
は

、
平
成
七

年
度

予

算
で

は
七
十
五
億
円
で

、
昭
和

六
十
二

年
度
を

Ｉ
〇
〇

と

す
れ

ば
、
一
八
三
と
い
う
高
い

水
準
で

す
。現

在
の
補
助
金
は
、
そ
の
目
的

が
適
切
か

、
目
的
を
達
成
し
て
い

る
か
、
公
平
性
の

基
準
に
あ
て
は

ま
る
か

、
補
助
金
以
外
の
方
法
は

原
価
意
識
を
醸
成
す
る
こ

と
が
必

要
で

す
。

ま
た

、
市
立
病
院
が
東
葛
地
域

の
基
幹
病
院
と
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
て
い
る
こ

と
か
ら

、
国
・
県
に

応
分

の
負

担
を

求
め

る

べ
き
で

す
。

＠

行

政

手

続

き

の

簡

素

化

と

サ

ー

ビ

ス

の

充

実

許
認
可
事
務
は
、
行
政
手
続
法

の
趣
旨
に
基
づ
き
適
正
に
運
営
す

べ
き
で

す
。

㈲
リ
ス
ト
ラ
は
、
組
織
の
最
適
規

模
、
冗
費
（
む
だ
づ
か
い
）
の

節
減
を
求
め
る
も
の
で
す
。
し

か
し

、
職
員
に
旺

盛
な
使
命
感

と
誇
り
を
も
っ
て

も
ら
う
た
め

に

、
大
き
な
目
標
の
設
定
が
必

要
で

す
。

㈲
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
飛
躍
的
向
上

の
観
点
か
ら
み
る
と

、
現
在
の

庁
舎
は
、
非
効
率
な
組
織
運
営

を
強
い
る
継
ぎ
足
し
の
施
設
で

あ
り
、
来
庁
者
数
に
見
合
わ
な

い
手
狭
な
駐
車
場
と

、
そ
の
た

め
に

生
ず
る
交
通
渋
滞
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
松
戸
市
百

年
の
計
の
一
環
と
し
て
、
ま
た
、

松
戸
駅
周
辺
の
都
市
再
開
発
を

推
進
す
る
た
め
に

も
、
庁
舎
の

移
転
等
に
つ
い
て

検
討
を
始
め

る
時
期
と
考
え
ま

す
。

ま

と

め

こ
の
提
言
書
は
、
現
時
点
で

考
え
う
る
改
善
案
で
あ
り
、
行

政
リ
ス
ト
ラ
の
一
里
塚
に
す
ぎ

ま
せ
ん
。
実
施
に

あ
た
っ
て

は
、

試
行
錯
誤

が
伴
い
ま

す
が
、
そ

の
過
程
で
改
善
案
自
身
も
修
正

さ
れ
、
よ
り
有
効
な
方
向
性
が

示
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と

べ
き
で
す
。

即
行
政
情
報
の
襖

極
的
提
供
と
広

報
機
能
の
強
化

行
政
情
報
の

積
極
的
提
供
に
よ

っ
て

、
行
政
へ
の

市
民
の
提
言
が

可
能
と
な
り
ま
す
。
で
き
る
限
り

多
様
な
方
法
を
使
っ
て
提
供
す
べ

き
で

す
。
特
に
市
財
政
の
現
状
説

明
は
繰
り
返
し
実
施
す
べ
き
で

す
。

①
広
報
紙
の
抜
本
的
刷

新
・：
「
広

報
ま
つ

ど
」
は
、
市
長
か
ら
市
民

へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
し
て

、
行
政

の
動
き
を
報
告
し
、
市
民
の
行
政

へ
の
関
心
の

高
揚
を
目
指
す
こ

と

を
使
命
と
す
べ
き
で
す
。
紙
面
を

刷
新
し
、
市
民
が
何
に
関
心
を
も

っ
て
い
る
か
、
を
重
点
に
置
く
べ

き
で

す
。

②
「
公
文
書
公

開
条
例
」
の
活
用

…
「
公
文
書
公
開
条
例
」
を
幅
広

く
知
ら
せ
、
市
民
の
要
求
に
積
極

的
に

対
応
す
る
こ
と
に
よ
り
開
か

れ
た
行
政
の
実
現
を
目

指
す
べ
き

で
す
。

③
公

共

施
設
へ

の

案
内

板
の

整

備
・
充
実
…
利
用
者
の
利
便
の
向

上
等
、
公
共

施
設
へ

の
案
内
板
を

整
備
・
充
実
す
べ
き
で

す
。

な
い
か
、
を
浩
準
と
し
て
見

直
し

を
図
る
べ
き
で

す
。
新
た
な
補
助

金
は

、
事
前
に

効
果
・
効
率
を
見

定
め

、
事
業
開
始
時
に
、
終
了
時

期
を
設
定
す
る
方
法
（
サ
ン

セ
ッ

ト

方
式
）
も
検
討
す
べ
き
で

す
。

＠

給

付

お

よ

び

人

的

サ

ー

ビ

ス

の

見

直

し

保
健
・
福
祉
等
に

関
す
る
金
銭
・

物
品
給
付
お
よ
び
人
的
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は

、
市
民
本
位
に
立
っ

て
見
直
し
を
図
り
、
基
木
的
に
は

社
会
的
弱
者
に
力
を
注
ぐ
べ
き
で

す
。一

律
の
給
付
サ
ー
ビ
ス
（
敬
老

転
入

手
続
き
は
、
一
つ
の
書
類

で

各
種
手
続
き
が
可

能
と
な
る
よ

う

、
ま
た

、
各
種
市
税
の
納
付
書

の
一
括
送
付
な
ど
、
市
民
の
立
場

に

立
っ
た

事
務
処
理
を
検
討
す
べ

き
で

す
。

市
民
へ
の
情
報
提
、
サ
ー
ビ

ス
向
上
に

は
、
情
報
技
術
の

積
極

的
活
用
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
国

内
外
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
活

用
な
ど
、
情
報
通
信
技
術
の

進
展

を
視
野
に
入

れ
て

推
進
す
べ
き
で

す
。

・

組

織

の

再

編

成

剛

政
策
立
案
と
政
策
調
整
を

二
九

的
に
行
う
、
政
策
企
密
室
を
設

置
す
べ
き
で

す
。

個
自
然
災
害
等
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
の

、
市
長
直
属
の

防

災
対
策
室
を
設
置
す
べ
き
で
す
。

③
統
一
性
と
一
貫
性
を
追
求
し

、

行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
を
図
る

た
め
、
分
か
り
や
す
い

組
織
に

統
合
・
整
理
す
る
必
要

が
あ
り

ま
す
。

㈲
教
育
委
員
会
、

消
防
局
、
市
立

病
院
、
ま
た
、
公
益
事
業
等
の

遲
営
に
当
た
る
組
織
に
つ
い
て

は
、
そ
の
組
織
の
合
理
化
、
事

務
部
門
の
一
括
化
等
の
実
現
を

可
能
に
す
る
経
営
会
議
等
を
設

置
す
べ
き
で

す
。

考
え
て
い
ま
す
。
行
政
リ
ス
ト

ラ
は
、
行
政
・
市
民
に
と
っ
て

、

継
続
し
て
取
り
組
ま
ね

ば
な
ら

な
い

課
題
で
す
。
こ

れ
が
成
功

し
て

、
松
戸
市
民
が
生
き
生
き

と
し
て

生
活
で
き
る
ま
ち
に
な

る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

松
戸
市
行
政

リ
ス
ト
ラ

半年間にもおよ ぶ検討が重ねら れた行政リスト ラ市民会議



健康管理の出発点健康診査は

は受診しましょう年に1度

【
各

種

が

ん

検

診
一

が
ん
検
診
を
受
け
て

、
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
ら
ど

う
し
よ
う
と
思

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
数

年
来
胃
が
ん
の
死
亡
率

が
男
女
共

に
ト
ッ
プ
を
占
め
て
い
ま
し
た
が
、

平

成
５
年
に
は
、
肺
が
ん
が
男
性

の
死
亡
率
で
胃
が
ん
を
抜
い
て

卜

ッ
プ
に
な
り
ま
し
た
。

市
内
で
は
が
ん
検
診
を
受
け
る

人

が
増
加
し

、
特
に
肺
が
ん
、
大

腸

が
ん
、
乳
が
ん
検
診
の
受
診
率

が
年
々
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

健康診査受診状況

女性の健康診査

対
象
者
に

は

個
人

通
知
を
し

ま
す

健
康
診
査
の
案
内
は
、
三
十
歳

以
上
の
女
性
と
、
四
十
歳
以
上
の

男
性
全
員
を
対

象
に
、
４
・
５

月

に
個
別
通
知
し
ま
す
。
受
診
す
る

と
き
は
、
共
通
受
診
券
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
受
け
付
け
に
提
示

し
て

裏
面
の
受
診
記
録
欄
に
押
印

を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

【
基

本

健

康

診

査
一

受
診
方
法
・：
集
団
健
診
会
場
で

受
け
る
方
法
と
個
別
委
託
医
療
機

関
で

受
け
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

ど
ち
ら
で
も
都
合
の
よ
い
日
時
・

会
場
で
お
受
け
く
だ
さ
い

。
年
齢

な
ど
に
よ
り
受
け
方
が
違
い
ま
す

の
で
、
表
①
～

③
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。

対

象
・：
四

十
歳
以
上
の
人
で

、

他
の
健
康
診
査
を
受
け
る
機
会
の

な
い
人

診
査
の

結
果
…
集
団
健
診
を
受

診
し

た
人
は
、
結
果

説
明
会
会
場

で
、
ま
た

委
託
医

療
機
関
で
受
診

し
た
人
に
は
郵
送
で

、
約
一
ヵ
月

半
後
に
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
女

性

の

健
康

診

査
一

集
団
健
診
会
場
で
三
十
五
歳
か

ら
受
診
で

き
ま
す
。

【
結

核

住

民

健

康

診

断
一

集
団
健
診
会
場
で
ナ

九
歳
か
ら

受
診
で
き
ま
す
。

【
成

人
歯

科

健

康

診

査
一

後
日
、
広
報
ま
つ
ど
で

詳
し
く

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

た
検
診
後
、
「
要

精
密
検
査
」
と

な
っ
た
人
で
、
そ
の
後
受
診
し

な

い
人
が
い
ま
す
。
病
気
と
診
断
さ

れ
た
わ
け
で
は
な
く
、
も
う
少
し

詳
し

く
調
べ
た
方
が
よ
い
と
い

う

こ
と
な
の
で
、
必
ず
受
診
し
ま
し

早
期
発
見
、
早
期
治

療
で
、
元

気
に
日

常
生
活
を
過
ご
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
が
ん
を

恐
れ
ず
、
早
期
発
見
と

生
活
習
慣

の
点
検
の
た
め
に
、
年
に
一
度
は

受
診
し
ま
し
ょ

う
。

‰９

各種 が ん検診 受診 状況

(平成６年12月末現在)

へ 総受診数囚 要精密検査圦） がん発見数囚

肺がん検診 13,978 胚9 ４

大腸がん検診 10,ｱﾌ1 1 ,924 １５

胃 が ん 検 診 6,0ｱｱ 845 ２

子宮がん検診 ９パ95 93 ８

乳 が ん検 診 7,594 286 凭

費
用
免
除
制
度
も

あ
り
ま
す

ｉ

－
‐

老
人
医

療
受
給
者
証
を
お
持
ち

の
人
、
生
活
保
護
世
帯
・
市
民
税

非
課
税
世
帯
の
人
は
、
費
用

が
免

除
さ
れ
ま
す
。
受
診
会
場
・
医
療

機
関
で

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

成人病予防教室(調理実習)

表①集団健康診査松戸市 で行っ てい る健康診査表②

l 期日7TこＸ 受付満 男X W' 会7!●J 易、

5/80 月) 午後1 時3膀 ～３時 八柱市民センター

9(火) 午後1 時30分～３時

六実市民センター別館

11附
午前９時3C汾～11時

午後1時30分～３時

12剛 午後1 時3C汾～３時 千 駄 堀 集 会 听

1胆
午前９時30分～11時

午後1 時30分～３時
常盤平市民センター

1朏
午前９時30分～11時

午後1 時3C汾～３時

1蹄 午後1 時30分～３時 松飛台市民センター

22側
午前９時30分～爿時

午後1 時3C汾～３時

五香市民センター

23(火
午前９時30分～11時

午後1時3D分～３時

常盤平市民センター

24團
午前９時30分～11時

午後1 時3G分～３時
中央保健センター

29回
午前９時30分～11時

午後1 時30分～３時

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ

3飲
午前９時30分～11時

午後1 時3C汾～３時

古ヶ畸市民センター

31伽
午前９時30分～11時

午後1時30分～３時

東部スポーツパーク

－
※各会場の 駐車場が狭いため、車 での来 場はご 遠慮

く ださい．

※各会場とも..午 前中は大変込 みあい ますので午後

の健康診 査を お勧めし ま覃O

扈7健康診蔔冨:L方法 こ` 実施時罵Ｘ 、て』漣髱ご 碑ｐ『 :こ ．．　　　 検　　　　　 ‘匸j ㎜
ｽ亶 警｡。Ｊ日－－J6果通姻こ

基 本 健 康 診 査

※現在高血圧、糖尿

病等の成人病疾患
で治療中の人は、

主治医にご相談く
ださい。

集団 右の表①で実施 40～59歳

★身体計測　★検尿　★ｍ王測定

★問診　★血液検査
1.貧Em検査　　　　☆医師が必要と認め

2.肝機能検査　　　　た人には次の検査
3.コレステロール　　を実施します。

4.中性脂肪　　　　（勺心電図検査
5.尿酸　　　　　　（2）［m糖検査

6.ｸ レアチニン　　（3艱 底検査

無　　料
集団→結果説明
会でお知らせし
ます。

個別→郵送しま

すo

個別 ４月～８年３月 委託医療機関 40歳以上

中性脂肪は、食事による変動が大きいのでより

正確な判定を得るために右記事項を心掛けてく
ださい(ただし、水、お茶のみ可)。
これは、医療機関・集団会場どちらで受ける軈

合も共通です。

①午前中受ける場合 → できるだけ朝食をとらないで
検査を受けてください。

②午後受ける場合　 → できるだけ朝食を軽くして、
昼食はとらないで検査を受け
るようにしてください。

女 性 の 健 康 診 査
集団
のみ

もの表①で実施
35～39鐡

の女性

★身体計測　★検尿　★血圧測定
★問診　★血液検査

１,貧血検査2. コレステロづし3. 中性脂肪

無　　料
結果説明会でお
知らせします。

各

種

が

ん

検

診

肺 が ん検 診

集団 右の表①で実施 40～59歳

★問診
★胸部エックス線
検査(間接撮影)

☆医師が必要と認め

た人には喀痰（か

くたん）細胞診検
査を実施しますo

無　　料

ただし、喀痰

細胞診検査は

集団　400 円
個別　Z00 円

郵送します。個別 ４月～８年３月 委託医療機関 菊歳以上
★問診
★胸部エックス線

検査(謚接撮影)

大腸がん検診
集団I， 右の表①で実施

40歳以上
★問診
★便潜血反応検査

問診の際に容器を受
け取り、後日提出と
なります。

集団　300 円

個別　600 円
個別 ４月～８年３月 委託医療機関

子宮がん検診

集団
※後日広報などでお知らせしま
す。

30歳以上

の女性

★問診
★腟(ちつ)スメフフ ☆医師が必要と認め

た人には、体邵の

がん検診も併せて

実施します。

集団　400 円
体刪をあわせて

実施は800 円 集団→郵送しま
す。

個別→直接医師

にお聞きくださ
い。

個別 ４月～８年３月 委託医療機関

★問診

★腟スメア

★頸(けい)管 スメフフ

個別　/00 円

体部をあわせて
実施は1,400円

乳が ん 検 診
集団 ８年1 月～２月

滋後日広報などで

お知らせしますo 30歳以上
の女性

★問診
★触診

集団　 匐o円

個別 ４月～８年３月 委託医療機関 個別　400 円

胃 がん 検 診
集団
のみ

佃･11 ･12月
申込者に通知

します。
匐歳以上

★問診
★胃部エックス線検査 集団　500 円 郵送します。

成人歯 科健康診査
個別
のみ

４月～８年３月 委託医療機関 匍歳以上 ★口腔(くう)内診査と相談 無　　料
直接医師にお聞

きください。

結核住民健康診断 集団
のみ

右の日程表①で実施 15歳以上 ★胸部エックス線検査 無　　料 郵送します。

※乳がん集団検診の実施日時、受診方法等の詳細は、実施予定の１ヵ月前ころの広廝こ掲載します。

刈章害のある人や手話通訳の必要な人は、健康管理課にご相談ください。

※冐がん検診…８月柘日までにハガギで､〒271松戸市竹ヶ花yz卜3中央保健センター内健康管理課へ｡ほかの検査は､申し込みの必要はありません。

【結果説明会（健康教育）】

健康診査を受けた人を対象に、健康診査結

果の説明と健康に関する講話が医師会の医師

により行ｵつれています。毎年テーマが変わり、

今年は「骨粗鬆（しよう ）症のはなし」の予

定です。健康診査を受けたときに日時・会場

をお知らせします。

【成人病予防教室】

健康診査の結果に基づき、調理実習や運動

を体験しながら、自分の日常生活を振り返る

教室です。

●こ'●..･　 ●.●･,･.･I■J-･･, ‾--'-･･"･.｀.･..I.'･　･-, ｀I･　 ■

成 人 病 予 防 教 室 で｢ 健 康 づ く り

講 座｣ を 受 け て み ま し た,
‥. ゲ,.．,･..

食
生
活
や
運
動
に
つ
い
て
の

講
義
を
受
け
る
だ
け
で
な
く
、

調
理
実
習
な
ど
も
実
際
に
し
ま

し
た
の
で
、
と
て
も
役
に
立
ち

ま
し
た
。

自
分
の
目
標
や
、
生
活
の
改

善
点
な
ど
が
具
体
的
に
分
か
り

ま
し
た
の
で
、
今
も
そ
れ
に
向
か
っ

て
、
努
力
し
て
い
ま
す
。

効
果
も
ず
い
ぶ
ん
表
れ
て

き
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。

表③　委託医療機関一覧表 に 印のついている検診が受けられます）
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， 医 療機関名

ﾌﾞ7'● ゛7‘

電話番号

基
｜

.y
脯

が

ん

検

診

白

白

・
奥

§

¥一
乳

が

ん

検

診

1 ㎜ ’゙

,医療機 関名

7 ●1 ゛'y

電話番号

y1?
｜ 脯

が

ん

検

診

ム

が
§

ｊ

が
§

乳

が

ん

検

診

W

医 療機関名

7W!7

電話番号

゛癶1.

｜

4f- ゛

肺

が

ん

検

診

白

白

奥

§

4g

が

沁

慧

0吮

松

戸

明

地

区

安　 掛　 医　 院 63-2638○ ○ 遠　 藤　 医　 院 64-5443○ ○ ○ 橋本内科クリニック 68-1131○ ○ ○ ○

岡産婦人科稔台クリ

ニック

64-2071○ ○ ○ ○ ○ 奥　 隅　 医　 院 62-1825○ ○ ○ ○ 慶 仁 会 医 院 67-1311○ ○

河井産婦人 科医 院 62-1291○ ○ ○ ○ 栗　 原　 医　 院 62ぶ05 ○ ○ 佐　 藤　 医　 院 6∠卜印91 ＯＯ

コスモ松戸クリニック 68べ513ＯＯＯ ○ 高 田 外 科 胃 腸 科 62一一8237○ ○ ○ ○ 瀬 嵐 産 婦 人 科 62-ｱ553 ○ ○

柳　 澤　 医　 院 64-1300○ ○ ○ ○ 田 代 外 科 医 院 64-9976○ ○ ○ ○ 高 橋 産 科 婦 人 科 65-5050 ○ Ｏ
高　 木　 医　 院 64-0979○ ○ ○ ○ 東京健康管理ｸﾘﾆｯﾜ 65-1211○ Ｏ ○ Ｏ 立　 原　 医　 院 62-3718○ Ｏ

竹　 下　 医　 院 63-6286○ Ｏ○ 中　 島　 医　 院 63-2489Ｏ Ｏ 新 東 京 病 院 66-ｱ00(〕○ ○ Ｏ Ｏ

東曷クリニック病院 64-5121○ ○ ○ ○ 丸　 山　 医　 院 63-7381Ｏ ０ 西 川 内 科 医 院 68-0081○ ○ ○

内　 藤　 医　 院 68-0345○ ○ ○ ○ 森　 田　 医　 院 62-3136○ ○ ○ 平　 野　 医　 院 62-2322○ ○ ○

平林産婦人科医 院 63-8118○ Ｏ○ ○ 石 島 胃 腸 医 院 67-2131Ｏ ○ 発　 地　 医　 院 62-2531○ ○ ○ Ｏ
松戸外科内科ｸﾘﾆｯｸ 63-1572○ ○ Ｏ ○ 森 岡 クリ ニ ッ ク 6y3慴 ○ ○ ○ Ｏ 青　 木　 内　 科 64-1681○ ○ ○

吉 崎 外 科 医 院 52-3800 ○ 栗 は ら 医 院 66-3332 ○ ○

笳

区･

漆　 原　 病　 院 92-6221○ ○ ○ 大叨嶌クリ ニッ ク 84-2903Ｏ ○ ○ Ｏ 健 生 診 療 所 62-3753○ ○

小 関 内 科 医 院 91-1473○ ○ ○ 中 沢 外 科 胃 腸 科 62-4867Ｏ ○ ○ ○ 成　 宮　 医　 院 63-8521Ｏ ○

皆　 川　 医　 院 62-6201○ ○ ○ ○ ○ 村 田 内 科 医 院 62-4383○ ○ ○ 梨 香 台 藤 井 医 院 91-3018○ ○ ○ ○

若林胃腸科ｸﾘﾆｯｸ 91-8877○ ○

常

盤

平

五

香

地

区

秋　 山　 医　 院 87-5556Ｏ ○ Ｏ 足立中央クリニック 86-0088○ ○ Ｏ Ｏ 宇　 野　 医　 院 86-4822○ ○

花　 輪　 医　 院 88-0707○ ○ 川 井産婦人 科医院 86-5111○ ○ ○ Ｏ 北 丘 ク リ ニ ッ ク 8ｱｰ1413 ○ ○ ○ ○

勝　 呂　 医　 院 87-7105○ ○ 久 保 田 医 院 87-5454○ ○ ○ ○ 五香田子クリニック 87-5558○ ○ ○ ○

草 光 内 科 医 院 8Z刊05 ○ ○ 東 京 病 院 松飛 台 84ぷ11 Ｏ○ ○ Ｏ 新 八 柱 台 病 院 8Z-2501○ ○ ○ ○

後　 藤　 医　 院 84-7471Ｏ ○ 常 盤 平 中 央 病 院 87-4慴 ○ ○ ○ Ｏ 常盤平小児科内科医院 87-ｱ220○ ○

田　 所　 医　 院 87-5636○ ○ ○ ○ 岡 村胃 腸 科 外 科 84-366Z○ ○ ○ ○ 烏　 居　 内　 科 87-5559○ ○

八 田 産 婦 人 科 85-3281Ｏ ○ ○ ○ ○ 三　 橋　 医　 院 87-5553○ ○ ○ ○ 古　 幡　 医　 院 84-1200Ｏ ○ Ｏ

三　 国　 医　 院 8アフ420 Ｏ ○ Ｏ 山　 口　 医　 院 86-8128○ ○ 宮 内 外 科 医 院 8ｱｰ4608 ○ ○ ○ ○

森　　 医　　 院 87-7132○ ○ ○ 六 高 台 病 院 85-2251○ ○ ○ ○ 吉　 田　 医　 院 87-5438○ ○ ○ ○ ○

米　 沢　 医　 院 87-5550○ ○ ○ 羽　 岡　 医　 院 86-8228○ ○ 牧の原クリニック 89-8311○ ○ ○ Ｏ
門 野 診 療 所 84-9639Ｏ ○

馬 ．

橋

地

区

市　 場　 医　 院 42-1069○ ○ ○ Ｏ 江 沢 内 科 医 院 42-2014Ｏ ○ ○ 大　 川　 病　 院 41-3011 Ｏ ○

恩　 田　 病　 院 41-1265○ ○ ○ ○ 古池外科胃腸科医院 42-1062○ ○ ○ ○ 兒　 玉　 医　 院 45-6971○ ○ ○ ○

高　 山　 医　 院 41-3032○ ○ 友　 木　 医　 院 41-3401○ ○ ○ 八 ヶ 崎 医 院 41-5118○ ○ ○ ○

藤　 田　 医　 院 41-2008○ ○ 馬 橋ク リ ニ ッ ク 43-5011○ ○ Ｏ ○ 松 戸 神 経 内 科 44-3311○ ○ Ｏ

ゆり のきクリニック 40-0231○ ○ ○ ○

盂

妛

甼

新
松雪

区

旭 神 経 内 科 病 院 肪-5566○ ○ 岩　 本　 医　 院 42-1065 ＯＯ 大 久 保 医 院 42 一句咫 ○ ○ Ｏ

伊　 藤　 医　 院 41-1368○ ○ ○ 大 和 田 医 院 45-1122○ ○ ○ ○ 岡　 田　 医　 院 41-0816○ ○

おのクリニック 41-2011○ ○ ○ ○ 北 原 整 形 外 科 43-1016○ ○ ○ ○ 工　 藤　 医　 院 を3207 ○ ○ ○ ○

菊　 池　 医　 院 43-4568○ ○ 黒溲外科胃腸科医院 4卜200Z ○ Ｏ○ ○ 小 泉産婦人科医院 42-1071 ＯＯ

熊　 谷　 内　 科 45-3333ＯＯ ○ Ｏ 小 金 原 病 院 4M131 ○ ＯＯ ○ 斉　 藤　 医　 院 41-0204○ ○

小金原小児科内科医院 41-2006○ ○ 新 松戸 中 央 病 院 45-1仰 ○ ○ ○ ○ 新松戸ﾚﾃﾞｨｽｸﾘﾆｯｸ 45-5191 ○ ○

新 松 戸 診 療 所 43-9271○ ○ ○ ○ 高　 江　 医　 院 41-3286○ ○ ○ 高 橋 整 形 外 科 41-5564○ ○

鈴 木 内 科 医 院 4∠1-3411○ ○ 富岡産 婦人科医 院 42一回8 Ｏ 橋 本 内 科 医 院 41-9474○ ○

と く い ず み医 院 4H000 ○ ○ ○ 檜山外科胃腸科医院 41-3281○ ○ ○ Ｏ 平 敷産婦人科医院 45-8Z58○ Ｏ ○ ○

三　 浦　 医　 院 41-0113○ ○ ○ 森内科クリニック 4卵818 ○ ○ Ｏ 山　 本　 病　 院 41-319!○ ＯＯ ○

湯原産婦人科医院 41-6185○ ○ ○ ○ よなは産婦人科医院 41-3555○ ○ ○ ○ 丼　 口　 医　 院 41-2466○ ○

足 立 外 科 胃 腸 科 45-0567○ ○ ○ ○ 大 谷 口 医 院 41ヰ25 ○ ○

６

月

１

日

か

ら

住

民

票

な

ど

の

交

付

手
数

料

が

変

わ

り

ま

す

松
戸
市
手
数
料
条
例
が
一

部
改
　

に
な
り
ま
す
。

正
さ
れ
、
６

月
１
日
困
か
ら
、
住
　

蠢
市
民
課
・
各
支
所

民
票
な
ど
の
交
付
手

数
料
が
改
定

種　　　　類 現 行 額 改 定 額

住民票または戸籍の附票の

写しの交付

１通につき

200円

１通につき

300円

除かれた住民票または除がれ
た戸籍の附票の写しの交付

１通につき

300円

１通につき
400円

住民票または戸珸の附票の

記載事項に関する証明

竹牛こつき

200円

１仲こつき

300円

除がれた住民票または除かれた戸

韆の記載事項に関する証明

１件につき
300円

剥牛につき

400円

住民一覧票の閲覧・照合
１冊につき

1,000円

転記1 人に

つき100 円

身分に関する証明
訓牛につき

200円

１件につき
300円

印鑑登録証の交付　 ．
竹牛につき

300円

１件につき

400円

a]區登録証明書
１通につき

200円

１通につき

300円

埋火葬許可証の記載事項に

関する証明

竹牛につき

200円

１件につき
300円

戦

跡

慰

霊

巡

拝

対
象
①
戦
跡
慰
霊
巡

拝
を
行
う

戦
域
に
お
け
る
戦
没
者
の
遺
族
（
配

偶
者
・
父
母
・
子
・
兄
弟
姉
妹
）で

あ
る
こ
と
②
健
康
状
態
の
良
好
な

人
③
年
齢
は
、
原
則
と
し
て
七
十

五
歳
以
下
で
あ
る
こ
と

※
参
加
者
に
は
、
国
と
県
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
三
分
の
一
の
補
助
金
を
交

付
し
ま
す
。

惠
所
定
の
様
式
に
、
死
亡
公

報
の

写
し
ま
た
は
戦
没
者
の
除
籍
謄
本

と
、
医
師
の
証
明
書
等
を
添
え
て

、

援
護
課
窓
口
へ

蠢
援
護
課
社
会
係

地　　域 実施時期 概算費用

旧 ソ 連墓 参 ６月下旬～
９月上旬

26～35万円

ｶ ｻﾞﾌｽﾀﾝ ・
ｳ ｽ ﾍ゙ﾞｷｽﾀﾝ

９月中繦 86～95万円

占　 守　 島 フ月下旬 調整中

モンゴル墓参 ８月下旬 35～37万円

中　　　　国 ８月下旬 32～34万円

樺　　　　太 ９月下旬 22～24万円

ビ
スマーク・

ソロモン諸島
11月上旬 62～64万円

フ ィリ ピ ン 11月下旬 20～22万円

ィ　 ン　 ド １月下旬 32～3∠1万円

マリアナ諸島 ２月下旬 22～24万円

北ボ ル ネ オ ３月上旬 39～剞万円

松

戸

駅
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民
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ャ

ラ

リ
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利

用

受

け

付

け

と
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明
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６
時
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持
ち
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記
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印
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月
2
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應
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展
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に
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い
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利
用
を
受
け

付
け
ま
す
。
空
き
が
あ
る
場
合

は
、
４
月
2
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困
か
ら
社
会
教

育
課
で
電
話
受
け
付
け
を
し
ま

住

宅

の

か

さ

上

げ

工

事

に

融

資

あ

っ

せ

ん

と

利

子

補

給

を

し

ま

す

雨
に
よ
り
床
上
浸
水
の
被
害
を

受
け
た
住
宅
を
浸
水
か
ら
守
る
た

め
．
市
で

は
か
さ
上
げ
工

事
を
予

す
。

黷
社
会
教
育
課
市
民
文
化

係
四
6
6

’
7
4
6
2

番

「
歌

の

街

」

の

放

送

時

間

が

変

わ

り

ま

す

防
災
行
政
用

無
線
局
で

放
送
し

て
い
る
「
歌
の
街
」
の
放
送
時
間

が
、
５
月
１
日
～
８
月
3
1日
の
間
、

午
後
６
時
に
な
り
ま
す
。

黯
防
災
課

定
し
て
い

る
人
に

、
融
資
の
あ
っ

せ
ん
と
利
子
補
給
を
行
っ
て

い
ま

す
。左

表
の
資
格
要

件
を
確
認
の
う

え

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

。

黷
防
災
課

あつせん対象地区 建築完了年月日

東 平 賀 字 城 町

昭和

50
年
ア
月

31
日
以
前

根 木 内 字 宿 畑

根 木 内 字 霜 田

根 木 内 字 葉 中

小 金 原 一 丁 目

日　暮　字　小　山

小金清志町字二丁目

小金清志町字三丁目

ニ ツ 木 字 溜 井 下

ニ ツ 木 字 後 田

ニ ツ 木 字 二 葉 町

大 橋 字 松 ノ 木 下 昭
和

56
年

10
月

31
日
以
前

大 橋 字 土 橋 下

大　橋　字　坂　下

大 橋 字 寺 之 下

紙 敷 字 妙 見 下

秋　 山　 字　 北

常 盤 平 二 丁 目

国

民

健
康

保

険

の

加

入

届

を
　
　
　す

べ
て
の
人
が
加
入

者
と
な
り
ま

お
忘

れ

な

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　

す
。

国
民
健
康
保
険
は
、
私
た
ち
が
　
　

加
入
の
届
け
出
は
、
加
入
の
事

訶
気
や
け
が
を
し
た
と
き
に
備
え

、

実
が
生
じ
た
と
き
か
ら
十
四
日
以

日

ご
ろ
か
ら
お
金
を
出
し
合
い

、
　

内
に
行
う
よ
う
義
務
付
け
ら
れ
て

万
一
の
と
き
の
医
療
費
に
充
て
よ
　

い
ま
す
。
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、

う
と

い
う

助
け

合
い

の
制

度
で
　
　
保
険
証
が
な
い
た
め
医
療
費
を
全

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

額
自
己

負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

わ
が
国
で
は
「
国
民
皆
保
険
制
　
く
な
っ
た
り
、
保
険
料
を
さ
か
の

度
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
私

だ
　

ぼ
っ
て
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

ち
は
皆
、
い
ず
れ
か
の
公
的
保
険
　

な
り
ま
す
。

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
　
　

加
入
の
届
け
出
を
し
て

い
な
い

ず
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
は
、
至

急
手
続
き
を
し
て

く
だ

国
民
健
康
保
険
は
、
職
場
の

健
　

さ
い
。

康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
や
生
　

黯
国
民
健
康
保
険
課
資
格
給
付
係

活
保
護
を
受
け
て
い
る
人
を
除
く

市

内

の

事

業

者

の

皆

さ

ん

へ

「

夜
間

窓

口
相

談

」

の

ご
利

用

を通
常
の
相
談
業
務
に
加
え
て

、

「
夜
間
窓
口
相
談
」
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

毎
週
水
曜
日

午
後
８

時
ま
で

会
場
商
工
会
館
三

階
　
費
用
無
料

岡
松
戸
商
工

会
議
所
景
気
対
策
相

談
室
・
1
6
4
1
3
1
1
1番

自

主

防

災

組

織

の

結

成

に

補

助

金

を

交

付

し

ま

す

市
で

は
、
自
主
防
災
組
織
を
結

成
し
防
災
資
器
材
を
購
入

す
る
町

会
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。
こ

れ
か
ら
自
主
防
災
組
織
の
結
成
を

予

定
し
て
い
る
町

会
は
、
申
請
し

て

く
だ
さ
い
。

黷
防
災
課

平

成
６

年
度
確

定

・
フ

年
度

概
算
労
働
保

険
料
（
労

災
・
雇
用

）
の
申

告
・
納
付
期

限
は
５

月

笥
日

側
で

す
。

固
干

葉
労
働
基
準

局

容
0
4
3
1
2
2
1

－
4
3
1
1

番

千

葉
県
雇
用

保
険
課

一`一
0
4
3

－
2
2
3
j
2フ
フ

５
番

自
分
の
目
標
が
分
か
り

生
活
改
善
が
で
き
ま
し
た

基 本 健 康 診 査

肺 が ん･大 腸が ん検珍 ，



講
座
・
講
演

音

楽

の

広

場

（

合

唱

講

座

）

４

月
2
5日

火

午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0
分
　

会

場
市

民
劇

場

費
用
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
二
千

七
百
円

固
矢
切
公
民
館
昔
6
8－
1
2
1
4

番現

代

食

卓

考

「

し

の

び

よ

る

食

品

添

加

物

の

害

」

４
月
2
4日
囲
午
前
1
0時
～
午
後

１
時
　

会
場
六
実
市
民
セ
ン
タ
ー

内
容
成
人
病
や
ア
ト
ピ
ー
・
花
粉

症
に

打
ち
勝
つ
た
め
の
料
理
　

講

師
み
ん
な
の
台
所
代
表
・
佐
藤
裕

子
氏

費
用

七
百
円

持
ち
物
エ

プ
ロ
ン

ー
ス

カ
ー
フ
・
ふ
き
ん

圃
電
話
で
有
機
の

会
・
村
上
登
4
2

－
（
／）Ｑ
り
７
０
番
へ

お

茶

手

作

り

教

室

５

月

１１
‥一
日

閑

〔
雨

の

と

き
は
1
2

日

齏

〕

午

前
1
0
時
～

午

後

２

時

会

場
船

橋
県

民
の

森

（
管

理

事

務

所

集

合

）
　
　
定

員

先

着

三

十

人

費

用
五

百

円

（
材

料

費

・
保

険

料

）

持

ち

物
昼

食

・
手

袋

圉

電

話

で

船

橋

県

民

の

森

管

理

事
務

所

登
0
4
7
4
1
5
7

－
4
0

9
4

番

へ

生

涯

学

習

の

た

め

の

や

さ

し

い

囲

碁

入

門

教

室

５

月
1
4
日

～
６

月
2
5
日

の

毎

週

日

曜
日

（

全
七

回

、

午

前
1
0
時

～
１１
一
時
3
0
分

（
午

後

自

由
参

加

）

会

場
日

本

棋

院
尚

和

会

常
盤

平

支

部
　

費
用

一

回
五

百

円

固

日

本

棋

院

尚

和

会

常

盤

平

支

部

・
岩

島

登
8
8－
3
0
2
2

番

フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ

メ

ン

ト

特

別

講

座

４

月
3
0
日

㈲

午
前
1
0
時
3
0
分

～
午

後
２

時
　

会
場
常
盤
平
市
民

セ
ン
タ

ー
　
費
用
花
材
費
二
千
円

固
フ
ロ

土

ブ
ル

ー
ア

ー
ト
花
の

友

の
会
・
阿
部
容
4
9
1
0
0
0
8
番

倫

理

文

化

講

演

会

「
き

ず

な

Ｉ

心

の

時

代

の

家

族

愛

」

４

月
2
9
日

竕

午
後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0
分
　

会
場

市

民
劇

場

費
用
千
円

固

他

倫
理
研

究

所
松
戸

独

立
地

区
・
齊
藤
容
6
7－
5
9
6
0

番

催

し

物

春

の

山

野

草

展

５
月
４
日
蜊
・
５
日

竕
午
前
1
0

時
～
午
後
４

時
　
会
場
元
山
駅
前

及
川
酒
店
事
務
所

※
即

売
品
も
多
数
あ
り
ま
す
。

固
松
戸
盆
栽
愛
好
会
・
増
田

容
6
3

－
7
3
9
6

番

さ
わ
や
か
ハ
ー
ト
ち
ば
ク
ル

ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー

1
0月
1
7日
㈹
～
2
6困

冗

泊
十

三
　

派
遣
場
所
中
国
上
海
・
杭

州
　

内
容
交

流
会
、
上
海
・
杭
州

市
内
研
修
な
ど
　
応
募
要
件

県
内

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
で

、
原
則

と
し
て
昭
和
4
1年
４
月
１
日
～
5
0

年
1
0月
1
7日

の
生
ま
れ
で

あ
る
こ

と
な

ど
　
費
用
六
万
円
（
事
前
研

修
・
現
地
研
修
経
費
、
ビ
ザ
申
請

手
数
料
な
ど
）
　
　募
集
期
限
５

月

3
1日
困

ま
で

醋
千
葉
県
社
会
教
育
課
青
少
年
教

育
係
容
0
4
3
－
2
2
3
－
4
0
7
0

番

女

性

リ

ー

ダ

ー

ズ

セ

ミ

ナ

ー

５

爿

１１一
日
困

～

平

成
８

年
２

月

ま
で

の

第

二

・

第
四

木

曜
日

（

全

十

五
回

程

度

）
、
午

後
７

時

～
８

時

4
5分
　

会

場

市

民

会

館
ほ

か
　

内

容

女

性

学

、
地

方

自

治
の

意

義

な

ど

（
講

義

・

演
習

・

討

議
）
　

講

師
立
教
大
学

講
師
・
長
谷

幸

江

氏
ほ

か
　

対

象

市

内

在
住

の

満
二

十
歳

～
五

十

五

歳

の

全
日

程

参

加
で

き

る

女

性
　

定

員
二

十
人

（
多

数
の

場

合
は

、

レ

ポ

ー
ト

で

選

考

）

圃
５

月

１

日

囲

ま
で

に

、

レ

ポ

ー

ト

「

女

性

の

目

線
で

見

る

地

域

（
ま

た
は

家

庭

・
職

場

）
」
（
八
百

字

程

度

）
を

、

直

接

市

役
所

内

女

性

セ

ン

タ

ー
へ

則

松

彰

追

悼
コ

ン

サ

ー

ト

５

月
2
1日

㈲

午

後
４

時

開
演

会
場
市
民
会
館
　
内
容
故
則
松
氏

指
導
の
合
唱
団
・
芸
大
同
窓
生
に

よ
る
歌
曲
・
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
・
合

唱
な
ど
　
費
用
二
千
五
百
円

醋
川
上
容
6
8－
0
1
6
7

番

行　　事　　名 日　　時 講　　　師 対　 象

みどりの教室

｢レンゲ畑で遊ぼう｣

５／仰日)

午後１時3〔}分

～３時30分

新松戸北小学校教諭

浅沼洋子氏

どなたでも

先着30人

園芸教室

『コンテナ園芸｣

５／仰日）

午後１時30分

～３時

みどりの相談員

渡辺　重吉郎氏

どなたでも

先着20人

みどりの講習会

｢春の山野草の育て方』

5 /21(日)

午後１時30分

～３時30分

日本盆栽協会会員
どなたでも

先着40人

園芸教室

｢つる植物｣

5 /170O

午後１時30分

～３時

みどりの相談員

田口　峯男氏

どなたでも

先着20人

自然観察会

｢新緑ウォツチンブ｣

5 /27出

午後１時30分

～３時30分

国立科学博物館

附属自然教育園

萩原　信介氏

どなたでも

先着30人

ま

つ

ど
女

性

会

議

講

演

「

女

と

男

が

拓

く

豊

か

な
地

域

づ

く

り

」

＆

総

合

４
月
2
2日
出
午
後
１

時
～
４
時

3
0分
　

会
場
市
民
会
館
　

講
師
お

茶
の
水
女
子
大
学
講
師
・
矢
口
悦

子
氏
　

費
用
無
料

來
ま
つ
ど
女
性
会
議
は
、
女
性
と

男
性
が
共
に
自
立
し
、
家
庭
・

地
域
で
共
に
平
等
に
か
か
お
る

こ

と
の
で
き
る
社
会
を
つ
く
る

こ

と
を
目

指
す
市
民
の
ネ
ッ
ト

ワ

ー
ク
と
し
て
昨
年
２
月
に
発

足
し
ま
し
た

。

※
保
育
あ
り
ま
す
（
要
予
約
）
。

醴
ま
つ
ど
女
性
会
議
事
務
局
（
女

性
セ
ン
タ

ー
内
）

文
化

ホ
ー
ル
科
学
教
室

※小学生未満には保護者が即半してください

費用…無料　惠電話でパークセンター登45－8900番（月曜休館）へ

日　時 テーマ・講師 会場･集合場所 持ち物 対象･定員

4 /22
圉 午

後
１
時
Ｓ
４
時

手すきハガキを作つ
てみよう

レタスの会
中村孝子氏

文化ホール

タオル３本
・エプロン

・新聞紙・

古ノート

小学生
以上

先着
各30人5/13

ぐ廿

自然探検隊矢切コース
春の野草を観察しなが
ら歩く

元小学校長
白鳥四郎氏

総合福祉会
館前

古ノート ・
ビニール袋

※歩ける服
装でご参
加を

（月曜日 休館） へ惠電話で文化ホールa67-7810 番

千

葉

県

中

途

失

聴

者

・

難

聴

者

協

会

東

葛

地

区

例

会

４

月
2
8日

窗

午
後
１

時
3
0
分

～
３
時
3
0分
　

会
場
新
松
戸
市
民

セ
ン

タ
ー
　
費
用

無
料
（
非
会
員

は
百
円
）
　
　持
ち
物
手
鏡

醋
田

中｛
一一
4
6－
7
1
2
4

番
、
岡

野
隰
4
7－
5
6
5
5

番

大

検
（

大

学

入

学

資

格

検

定

）

制

度

の

説

明

会

・
個

別

相

談

会

５

月
1
3
日

出

午
後
１

時
～

５

時

会
場

市

民

会

館
　

費

用

無

料

蠢

聯

日

本

産

業

開
発

青

年
協

会

・

大

検

情

報
セ

ン

タ

ー

登
0
1
2
0

－
5
5
5－

Ⅲ

番
（
フ
リ

ー
ダ

イ

ヤ
ル

）

再

生

自

転

車

の

即

売

４

月
2
4
日

㈲

～
2
8
日

窗

、
午

前

1
0時
～

午

後
３

時
　

会

場

生
き

が

い

福
祉

セ

ン

タ

ー

（
金

ヶ

作
二

七

七
－

四

）
　
販

売
台

数

六

十

台
（
う

ち

十
台

は

マ

ウ
ン

テ

ン

バ

イ

ク

）

価

格
五

千

円

～

一
万

一

千

円
　

交

通

五

香

駅
東

口

か

ら

新
京

成

バ
ス

示

新

山
」

行

き

ま

た
は

「
柏

陵

高
校
」
行

き
で

、「
新

栄

町
入

り

口

」

下

車

黯

他

松

戸

市

シ
ル

バ

ー
人

材
セ

ン

タ
１

容
8
4－
3
1
9
1

番

野

鳥

観
察

会

①

谷

津
干

潟

②

白

樺

高

原

①
４
月
2
3日
㈲
午
前
８
時
松
戸

駅
東
ロ

デ
ッ
キ
上
集
合
、
正
午
現

地
解
散
②
５
胆
（
一
日
出

午
前
７

時

市
役
所
集
合
、
2
8日

㈲
午
後
６
時

帰

着
（
市
立
林
間
学
園
で
一

泊
）

持
ち
物
筆
記
具
・
観
察
用

具
・

①

の
み
昼
食
・
②
の
み
防
寒
具
　
費

用

①
無
料
②
一
人
一
万
二
千
五
百

円

（
バ
ス
代
・
保
険
料
・
宿
泊
代

含

む
）
　
　定
員
②
の
み
先
着
四
十
人

圃
①
当
日
、
集
合
場
所
で

（
雨
天

中
止
）
②
４
月
2
8日
窗
ま
で
に

、

電
話
で

側
ま
つ
ど
街
と
水
辺
の
緑

化
基
金
容
4
5－
9
8
4
6

番
へ

※
費
用
は
５
月
６
日

出
ま
で
に
持

参
し
て

く
だ
さ
い
。

お
は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

浜

島

代

志

子

さ

よ

な

ら

公

演

４

月
2
2日
出
午
後
２

時
～
３

時

3
0分
　

会
場
市
民
会
館
　
内
容
素

話
、
絵
巻
物
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン

の
語
り
な
ど

惠
直
接
会
場
へ

固
側
松
戸
市
お
は
な
し
キ
ャ
ラ

バ

ン

容
4
4－
3
0
3
7

番

交

通

事

故

無

料

相

談

室

齟
日

本
損
害
保
険
協
会
で
は
、

自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し

、
自
動
車
損
害
賠
償
責

任
保
険
や
任
意
自
動
車
保
険
の
請

求
の
ご
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

月
～
金
曜
日

、
午
前
９

時
3
0分

～
正
午
と
午
後
１
時
～
４

時
4
0分

（
祝
日
を
除
く
）
　
　費
用
無
料

寮
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

固
柏
自
動
車
保
険
請
求
相
談
セ
ン

タ
ー
（
柏
市
中
央
町
六
－

一
九
穂

高
第
十
ハ

プ
ラ

ザ
ー
ズ

ビ
ル

ニ

階
）
昔
0
4
7
1
1
6
4
－

０
１
ｑ
）

１
番

旅先で約束しました。

新婚さん　こんにちは

4 ／29

みどりの

日

日時…４月29日睨午前９時30分～午後３時( 雨天決行)

会場…21世紀の森と広場

内容…緑と花の市、松戸市物産展、和太鼓、オカリナの

演奏、各種展示(パークセンターで)、各種映像(雨

天を除く)

茴(財)まつど街と水辺の緑化基金登45-9846 番

伊
豆
に
行
っ
た
時
、
彼
に
つ
い
て
歩
い

て
い
る
と
、
い
つ
し
か
人
け
の
少
な
い
場

所
に
・
…

い
つ
も
と
違
う
雰
囲
気
を
感
じ

て
い
る
と
、
ふ
い
に
「
結
婚
し
よ
う
」
と

い
う
こ
と
ぱ
。

突
然
の
こ
と
に
、
な
ぜ
か
涙
が
出
て
き

ま
し
た
。
か
な
り
泣
い
て
か
ら
一
言
「
は

い
Ｌ
と
答
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。幸生さん

薫 さん

吉田松戸

※
こ
の
欄
に
登
場

し
て
く
だ
さ

る

カ

ッ
プ
ル
を
募

集
し
て

い
ま
す

。

閲
広
報

課

情報チャンネル

緑
と
花
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
9
5

パークセンター（21世紀の森と広場）催し物



ス
ポ
ー
ツ

少

年

相

撲

教

室

５
月
1
4日
～
６
月
1
8日
の
毎
週

日

曜
日
（
全
六
回
）
、
午
前
９
時
3
0

分
Å

１１
時
3
0分
　

会
場
運
動
公
園

相
撲
場
　

対
象
小
・
中
学
生
　
定

員
先
着
三
十
人
　

費
用
無
料

圃
直
接
ま
た
は
電
話
で

、
運
動
公

園
内
ス
ポ
ー
ツ

課
昔
6
3－
9
2
4

1
番
へ

春

季

市

民

ソ

フ

ト

ボ

ー

ル

大

会
５
月
７
日
～
６
月
４
日
の
毎
週

日
曜
日
、
午
前
９
時
か
ら
　

会
場

古
ヶ
崎
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

場
　
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
編
成
さ
れ

た
チ

ー
ム
　

費
用
男
性
一
チ

ー
ム

ハ

千
円

、
女
性
一
チ

ー
ム
五
千
円

圃
４
月
2
9日
㈲
午
後
６
時
3
0分
か

ら
運
動
公
園
武
道
館
会
議
室
で
行

わ
れ
る
代
表
者
会
議
で
受
け
付
け

固
松
戸

市
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル

協
会
・

永
野
容
4
7－
3
2
1
3

番

ソ

フ
ト

テ

ニス

教

室

期　　　間 時　間 会　　場 費　　用 問い合わせ先

4 /22～7 /29 の

毎週土曜日 午前10時
～正午

金ヶ作公園庭球場

7,000円

山岸

S88-8450 番

4/23 ～7 /30 の
毎週臼曜日

吉田
S88-6431 番

4/25 ～11/28 の
毎週火曜日

午後７時

～９時
15,000円

山岸

O88-8450 番

4 /27～7 /27 の

毎週木曜日

午前10時

～正午
栗ヶ沢公園庭球場 6,000円

高橋
O43-0322 番

募
集
し
ま
す

2
1世

紀

の

森

と

広

場

パ

ー

ク

セ

ン

タ

ー

「

こ

め

っ

こ

ク

ラ

ブ
」「
自

然
を

楽
し

む
会
」
会

員

募

集2
1世
紀
の
森
と
広
場
に
は
、
身

近
な
自
然
が
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

林
や
野
原
や
畑
な
ど
、
忘

れ
か
け

て
い
た
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場

が
あ
り
ま
す
。

パ
ー
ク
セ
ン
タ

ー
で

は
、
年
間

を
通
じ
て
2
1世
紀
の
森
と
広
場
の

自
然
に
親
し
む
方
々
を
募
集
し
ま

す
。
季
節
ご
と
の
自
然
と
ふ
れ
あ

市

民

バ

ド

ミ

ン

ト

ン

前

期

ク

ラ

ブ

対

抗

戦

（
ダ

ブ

ル

ス

）

５
月
７

日
㈲
（
一
部
上

二
部
）

と
６
月
４

日
収
（
四
部
上
（

部
）
、

午
前
８

時
～
午
後
７
時
　

会
場
運

勣
公
園

体
育
館
　

費
用
一
チ

ー
ム

三
千
円

圃
４
月
2
9日
賜
午
後
２
時
か
ら

、

常
盤
平
体
育
館
会
議
室
で

行
わ
れ

る
組
み
合
わ
せ

会
議
で
受
け
付
け

固
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

協
会
・
長
谷
川

音
4
1－
7
9
2
5

番

ブ
ル
七
千
円
・
千
円
◆
（
都
）

ガ
ス
湯

沸
か
し
器
七
千
円
◆
ポ

ー
タ
ブ
ル
ポ
ッ
ト

千
五
百
円
◆

ケ
ー
ス
入
り
人
形

系

つ
む
ぎ
）

二
千
円
・
呈

ひ
き
）
千
円
・（
手

ま
り
）
千
円
◆
五
月
人
形
（
金

太
郎
）
・
（
神
馬
）
各
無
料
◆
水

盤
五
個
千
円
◆
書
道
用
畳
幅
下

敷
き
三
千
円
◆
ス
ー
ツ
ケ

ー
ス

九
千
円

惠
４

月
2
5日
㈹
〔
当
日
消
印
有

効
〕
ま
で
に
、
（

ガ
キ
に
希
望

品
名
（
品

物
一
点
に
つ
き
一
人

一
枚
）
・
価
格
・
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
（
昼
間
お
勤
め
の
人

は
勤
務
先
の
電
話
番
号
）
を
記

入
し
て

、
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本

七
－

八
京
葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
第
二

い
な
が
ら
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て

み

ま
せ

ん

か

。

問

パ

ー
ク

セ
ン

タ
１

昔
4
5－
8
9

0
0

番

（
月

曜

休

館
）

「

こ

め

っ

こ

ク

ラ

ブ

」

公

園
の

田

ん

ぼ
で

米

作

り
の

自

然

体

験
を

し

ま

す

。

５

月
1
3
日

出

午

後
１

時
3
0
分
か

ら
田

植
え

、
６

月
2
4
日

出

除

草

・

害

虫
駆

除
、
８

月
1
9
日

出

稲

の

観

察

、
９

月
1
5
日
冊

稲
刈

り

、
９

月

2
3日

総
脱

穀

、
1
1
1
1

一
月
３

日

総

も
ち

つ

き
　

対

象
小

学

校
四

上
（

年
生

（
市

内

在
住

で

全

回

参
加
で

き
る

人

。

保

護

者
に

も

お
手

伝

い
し

て

い

た

だ
き

ま

す

）
　
　
定

員

二

十
五

日　　時 会　　場 問い合わせ

4 /23(日)

午前９時

～正午

高木小学校
体育指導委員

染谷S87-7632 番

古ヶ崎小学校
体育指導委員

柴田S65-09 副番

ビ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に

抽
選

し
、
当
選
者
に
電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介

後
は
自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○
次
回

掲
載
分
に
つ

い
て

品

物
を
譲
り
た
い
人
は
、
４

月
2
4日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で

申

し
込
ん
で

く
だ

さ
い
（
一
人
三

点
ま
で
）
。５

月
2
0日
号
に
掲
載

し
ま
す

。
価
格
は
一
万
円
ま
で

で

、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転

車
な
ど
は
扱
い
ま
せ
ん

。

固
消
費
生
活
セ
ン
タ
１
登
6
6－

7
3
2
9

番

惠当日 会場で費用…無料

大

（

抽

選

）

「

自

然

を

楽

し

む

会

」

園

内

の

散

策

や

自

然

素

材

を

使

っ

て

の

ク

ラ

フ

ト

や

草

木

染

な

ど

を

行

い

ま

す

。

５

月
1
8
日

、

６

月
1
5

日

、

９

月

2
8日

、
1
0
月
2
6

日

、

１１１１１１
月
3
0
日

の

各

木

曜

日
　

対

象

十

八

歳

以

上

の

人

治

内

在

住

で

、
全

回

参

加

で

き

る

大

）
　

定

員

二

十

五

人

（

抽

選

）

惠

５

月

１

日

側

必

着

で

、

往

復
（

ガ

キ

に

申

し

込

む

会

の

名

称

・

住

所

・

氏

名

・

電

話

番

号

・

年

齢

を

明

記

し

て

、

〒
2
7
0松

戸

市

子

歇

堀

二

六

九
2
1
世

紀

の

森

と

広

場

パ

ー

ク

セ

ン

タ

ー

へ

「
集
う
・
憩
う
・
親
し
む
・

み

ど

り

の

写

真

展

」
作

品

募

集

題

材
2
1
世

紀

の

森
と

広

場
で

撮

影

し

た

写
真

（
自

然

・
レ

ク
リ

エ

ー
シ

ョ
ン

・

家

族

な

ど

）
　
　
サ

イ

ズ

白

黒

・
カ

ラ

ー

と

も

、
キ

ャ

ビ

ネ

ま

た
は

四

ツ

切

り

。
サ

ー
ビ
ス

サ

イ

ズ
の

組
み

写

真

も
可
　

展

示

期

間

・

会
場

６

月
1
4
日

困

～
2
5
日

㈲
・
2
1
世

紀
の

森

と

広

場
パ

ー
ク

セ

ン

タ

ー

惠
５

月
3
1
日

困

ま

で
に

（
消

印

有

効
）
、

〒
2
7
0松

戸

市

千

駭

堀
二

六

九
2
1
世

紀
の

森
と

広

場

パ

ー
ク

セ

ン

タ

ー
（
0
4
5
－
8
9
0
0

番

）

へ

郵

送

ま

た
は

持

参

保
健
・
衛
生

予

防

接

種

の

お

知

ら

せ

平

成
６

售

１１
月

生

ま
れ

ま

で

の

人

に

は

一

枚

ず
つ

の

予

診
票

を

送

付
し

て

予

防
接

種

を

受
け

て

い

た

だ

き

ま
し

た

が
、
６

年
1
2
月
１

日

生
ま

れ
以

降
の

人

に

は
予

防

接

種

手

帳
で

送

る
こ

と

に

な
り

ま

し

た

（

表

①
）
。
ま
た

、

申
し

込
み

が

必

要
な

人

は

表

②
の

通

り
で

す

。

予
診

票

（
旧

問

診

票

）
を

持

つ

て

い

な

い
人

は

、

直

接

各

保
健

セ

ン

タ

ー
・
各

支

所
の

健

康

相

談
室

、

ま

た
は
（

ガ

キ
に

下

記
の

要

領

で

表① ３月末までに 住民 登録をさ れている人には、 ５月

上旬に予診票または予防 接種手帳を送り ます。

・平成 ６年12月 １日～ フ年１月31日 生まれの人 に

は予防接種手 帳

・平成 ５年 ８月 １日 ～９月30日 生まれの人に はＤ

ＰＴＩ期追 加と日 本脳炎の予診票

・平成 ６年 ３月 １日～ ４月30日 生まれ の人に はＤ

ＰＴＩ期追力[]・麻し ん・風しん ・日本 脳炎 の予

診票

・昭和58年 ４月 ２日 ～59年 ４月１日生ま れの人に

はＤＴ ２期の予診票

記
入
し
、
〒
2
7
1
松
戸
市
竹
ヶ
花
七

四
上

二
中
央
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健

衛
生
課
予
防
衛
生
係
へ

固
保
健
衛
生
課
予
防
衛
生
係
登
6
6

－
7
4
8
3

番

表②Ｏ上表の生年月日 に該当し 、 ４月以降に住民 登録

をした人

Ｏ予診票（|日問 診票）を持つていない下記 の人

・ ３ヵ 月以上 ４歳 未満でツ 反・ＢＣＧの予防 接種

が済んでいない人

・ ３ヵ 月以上 ７歳 ６ヵ月 未満でポリ オの予防 接種

が２回済んでいない 人（ 下記日 程表を参照 ）

・１歳以上 ７歳 ６ヵ月 未満で麻し ん・ＤＰＴ の予

防接種が済んでいない 人

・ ３歳以上 ７歳 ６ヵ月 未満で日 本脳炎の予防接 種

が済んでいない人

ゴ

ー

ル

デ
ン

ウ

ィ

ー

ク

も

歯

科

診

療

が

受

け

ら

れ

ま

す

今
年
度
か
ら
休
診
の

多
い
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
や
旧

盆
、
年
末

年
始
に
も
歯
科
診
療
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に

、
当
番
医
制
度
を
左
表

の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

※
今
後
も
そ
の
都
度
広
報
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

醴
保
健
衛
生
課
登
6
6
1
7
4
8
2

番日　　時 診　療　所 住　 所 電　　話

5/308
午
前
９
時
Ｓ
午
後
５
時

橋本歯科医院 常盤平5 -13- 8 S84-7266 番

4腑 藤内歯科医院 新松戸3-18 Q46-3213 番

5蜘 小谷歯科医院 新松戸3 -141 S45-2815 番

7旧 平岡歯科医院 本町２－３ a64 ―6666番

ポ
リ
オ
日
程
表

ト セ ン タ ー

取扱時間…午前10時～午後４時
≪84―5050番（月曜日は休館）

森のホ ール21 チケッ

チケットガイド
公演日 公　　貭　　名 会 場 開演時間 費　　用

4 /23日
森の室内楽　似島健彦(オーボエ)ほか
ブラームス　ピ アノ三重奏曲ほか

森のホール21
小ホう レ

午後２時
自由2,000円
学生1,000円

5/6 樹
森のホールの「メサイフフ」全曲演奏会
演奏　新ヴィヴフフルディ合奏団ほか

森のホー

ル21

大ホール

午後２時 指定3,000円
自由2,000円(当日2.500円)

6 /24山
ウィーン・コンツェルトフェライン室

内管弦楽団　ハイドン交響曲94番ほか
午後２時 S/4,500 円

A/4,000 円
B/3,000 円

７／ ２(日)
松竹大歌舞伎公演「三人吉三」ほか

市川團十郎　ほか

午後２時

3竕
S/4,500 円
A/3,500 円
B/2,000 円

7/160日)
ミュージカル　「 大草原の小さな家」

目黒祐樹・沢田亜矢子ほか

昼･午後Ｏ時30分

夜･午後４時30分
１階席4,500円
２階席3,500円３階席2,000円

自
転
車
の
盗
難
が

多
発
し
て
い

ま
す

あ
な
た
の

自
転
車
は
大
丈

夫
？

自
転
車
盗
難
防
止
の
四
原
則

・
防
犯
登
録
を
し
ま
し
よ
う
（
義
務
）

・
住
所
・
氏
名
を
記
入
し
ま
し
よ
う

・
鍵
は
二
重
に
し
ま
し
よ
う

・
路
上
放
置
は
や
め
ま
し
よ
う

会　　　　場 期　日 会　　　　場 期　日
分時

問
は
全
て
午
後
１
時
Ｓ
２
時
30

中央保健センター
5/9C 火) 古ヶ畸市民センター 5 /25困

5 /31圉 稔台市民センター 5 /23(火)

五香市民センター 5 /17(*) 小金原市民センター 5 /16(火)

松飛台市民センタニ 5 /17伽 新松戸市民センター 5 /15C月)

東部市民センター 5 /10團
小金保健センター

5/81 月)

馬橋東市民センター 5 /24團 5 /291月)

健康増進センター 5 /22(月)馬橋市民センター 5 /26R

常盤平市民センター
5 /12R 六実市民センター別館 5 /18困

5/30C火)二十世紀が丘市民センター 5 /19c

明市民センター 5 /11困

厂　　　　　　　　　　　　　　　　　 へ
問
松
戸
警
察
署
昔
6
9－0
1
1
0
番

｛
一一
4
9
－
0
1
1
0
番

松戸〒270

５月 ６日 倒「メサイフフ」全曲 演奏会に100人( ３階自由席) をご 招待し ます。

惠 往復ハガ キ( ４月25日 必着)に住所･ 氏名･ 年齢･ 職業･電話 番号を記入して、

市平 賀130-2 松戸 混声合 唱団 朝倉 浩之へ

松
戸
東
警
察
署

◆テレ ホン案内サービ ス…………Ｓ‘66－0010 番

平日・午後５時～翌朝午前９時

休日と土曜・午前９時～翌朝午前９時

◆夜間急病診療所…………………Q68-3756 番

衛生会館内・毎日午後８時～11時

◆休日土曜日夜間歯科診療所……S65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

○

譲
り
ま
す

〔
家
具
〕
パ
イ
プ
二
段

ベ
ッ
ド

ハ

千
円
◆
電
話
台
千
円
◆
和
だ

ん
す
五
千
円
◆
座
卓
二
千
円
◆

座
い
す
二
千
円
◆
オ
ー
デ
ィ
オ

コ

ー
ナ
圭

二
点
セ
ッ
ト

無
料

〔
電
気
製
品
〕
ワ
ー
プ
ロ
三
千

円
◆
テ
ー
ブ
ル
グ
リ
ル
三
千
五

百
円
◆
シ
ャ
ン
デ
リ
ア
ハ

千
円

〔
子
供
用
品
〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
カ

１
一
万
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ

ー

二
千
円
◆
ブ
ラ
ン
コ

ホ
ル
ダ

ー

千
円
◆
（

イ
ア
ン
ド
ロ
ー
チ
ェ

ア

ー
無
料
◆

歩
行
器
無
料
◆
ベ

ビ
ー
フ

ェ
ン
ス
無
料
◆

ベ
ビ
ー

ベ
ッ
ド
五
千
円
◆
シ
ュ
ー
ズ
ラ

ッ
ク
無
料
◆
ジ

ャ
ン
グ
ル
す
べ

り
台
四

千
円
◆
頭
脳
開
発
ビ
デ

オ
四
巻
二
千
円
◆
チ
ャ
イ
ル

ド

カ

ー
シ
ー
ト

無
料

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
キ

ー
ボ
ー
ド
一
万
円
◆
柔
道
着
一

七
〇
惣
二
千
五
百
円
◆
ス

ポ
ー

ツ
バ
ッ
グ
千
円
二
点
◆
卓
球
台

無
料
◆
ス
キ
ー
ウ
ェ

ア
女
性
用

一
五
〇
惣
（
下
）
無
料
◆
ル

ー・

ム
ラ
ン
ナ
ー
五
千
円

〔
日
用

雑
貨
〕（
都
）
ガ
ス
テ

ー
惠当日会場で　※申し込みは随時受け付けます

リ
サ
イ
ク
ル
広
場あ

な
た
の
家
の
不
要
品
い
か
し
て
み
ま
ｓ
ん
か

緊急医療
体制

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
教
室



桜
色
の
春
を
満
喫
。

３
地
区
で
桜
ま
つ
り

常盤平の桜通り は、総延長4.3kmに約640本の桜が咲き乱れました

桜まつりが４月８日・９日に、常盤平・六実・八柱の３地

区で行われました。

中でも建設省の「日本の道100選」にも指定された常盤平の

桜通りは、多くの観光客でにぎわいました。

当日は満開の桜のトンネルの中で、市消防音楽隊をはじめ

常盤平第二小学校ブラスバンドのパレード、みこし行列、老

人クラブの民舞など多彩な催し物が行われ、沿道の見物客は

拍手喝采（かつさい）。お祭り気分を満喫していました。

新
松
戸

西

郷

裕
子

さ
ん

知

美

さ
ん

初めて来ましたが、行けども行け

ども続く桜のトンネルにびつくり。

その美しさに圧倒されました。

多
自
然
型
護
岸
が

江
戸
川
に
完
成
！

３～ ５年後のイメージスケッチ

人と自然との共生をめざして、建設省江戸

川工事事務所で進められていた、江戸川の河

岸整備の一部が完成しました。

護岸は、治水に必要な機能を確保しながら、

自然生態系にも配慮した構造になっています。

ヤシ繊維植生ロールや吸い出し防止材・木

・石などを活用して、魚や虫など動物の生息

に必要な瀬や淵を剔出しました。

３～ ５年後には草木が生い茂り、人にも自

然にもやさしい岸辺へと成長します。

多自然型護岸を 見に行こう ／

場所…樋野口地先(松戸駅西口駅前通

りを江戸川方面へ徒歩10分)

※散策や遊ぶときは十分注意してくだ

さい

(50音順)表④　市民葬儀取扱指定店一覧

市民葬儀制度を
ご利用ください

祭壇の種類と料金表①

種　　類 料　　金 内　　　　　容

Ａ　５段飾り 80,000円
祭壇貸し付け・飾りｲ寸

け、受付用品、消耗品

などを含む

Ｂ　３段飾り 50,000円

０　３段飾り 38,000円

市
民
葬
儀
制
度
は
、
市
民
の
方

に
ご
不
幸
が
あ
っ
た
と
き
、
経
済

的
で

厳
粛
な
葬
儀
が
行
え
る
よ
う

に
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

市
と

市
の
指
定
を
受
け
た
葬
祭

業
者
の

間
で
、
内
容
や
料
金
な
ど

に
つ
い
て

協
議
し

、
合
意
に
よ
り

実
施
し
て
い
る
の
で
、
安
心
で

す
。

対
象
・：
施
主
ま
た
は
死
亡
者
が

松
戸
市
民
で

、
市
内
で

行
う
葬
儀

内
容
：
と

の
制
度
で
利
用
で

き

る
祭
壇
の
種
類
と
料
金
は
表

①
の

表 ③ 霊 柩 車 使 用 料

実車料10km まで4,000 円

lkm 増すご とに　140 円

(消費 税が加算さ れます)

表② 火葬料(1体につき)

※斎場は公設公営で すので

心付は一切不要で す。

区　　 分 料　 金

認歳以上 3,000円

巧歳末満 1,600円

死　　 胎 1,000円

と
お
り
で
す
。

※
た
だ
し
、
棺
・
遺
影
写
真
代
・

礼
状
印
刷
代
・
読
経
料
・
供
花

代
・
市
の
式
場
使
用
料
・
火
葬

料
（
表

②
）
・
霊
柩
（
き
ゅ
う
）

自
動
車
使
用
料
（
表
③
）・
納
骨

容
器
代
は
、
表
①
の
料
金
に

含

ま
れ
ま
せ
ん
。
申
し
込
み
の
際

に
取
扱
指
定
店
へ

お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

。

圃
表

④
の
市
民

葬
儀
取
扱
店
つ

固

斎
場
容
8
7－
4
0
4
2

番

店　　　名 住　　　　　　所 電　話

㈲　 愛　 蓮　 社 西馬橋相川町169 42-4444

㈱フフーバンラ イフ 小金原5 -24- 4 47－5000

石　井　葬　儀　社 六実5 -23-1 86－0856

㈲ 伊 原 葬 儀 社 馬橋句03 43-4310

㈱エスケイ市民共済 ⊃ﾝ 木二葉町198 48-4444

㈲ カ ィ ン ド 社 古ヶIR 2 ―3148― 6 44-5222

㈲柏葬祭センター 上本郷3004－101 65-6144

㈲　 広　 善　 社 幸谷682 41-3356

渋 谷 葬 儀 店 小金きよしヶ丘４一価－13 41-6644

昭　和　興　業　㈱ 上本郷867- 2 第２小澤ビル202 62-2252

㈱ 杉 浦 葬 儀 店 根本５－４ 62－2542

セント ラ ル総 合㈱ 河原塚258 91-9118
㈲　 創　 蓮　 社 二十世紀が丘戸山町125 91-1611

㈲　 大　 典　 社 高塚新田631 91-5726

㈲ 都 民 典 礼 六実1 －52－ 2 89-5555

㈲　東　葛　葬　祭 松戸憫85 63－2001

㈲ときゎ 平葬儀社 常盤平2-21-1 閲－2622

㈱　日　本　式　典 栄町4 －205－ 4 64-0495

㈱ 松 戸 葬 儀 社 松戸1692 64-4444

㈲ 藪 崎 葬 儀 社 小山227 62-2317

㈱ ラ イ フ ケ フフ 松戸1112 63－0983

房総は春真っ盛り

古ヶ崎　川沼佳也子さん

私

た
ち
仲
間

は
南
房
総
電
車

の

旅

を
計
画
し
、
２

月
下

句
に
館
山

方
面

に
行

っ
て

き
ま
し

た
。
周
囲

を
海

に
囲
ま

れ
た
房
総

は
、

車
窓

か
ら
の
眺
め
も
美
し
く
、
海
岸
線

は
磯
の
香
り
、

砂
浜
も
す
て

き
で

し

た
。

フ
ラ

ワ
ー
ラ

イ
ン

は
、

バ
ス
を

利

用
し
ま
し

た

が
、
見
渡

す
限
り

の
花
畑
は
、
ポ
ピ
ー
、
き
ん
せ
ん

か
、
ス
ト

ッ
ク
、
菜

の
花
で

い
っ

ぱ

い
。
美
し

い
花

の
楽

園
に
迷

い

こ
ん
だ

か
の
よ
う
で
、

春
真

っ
盛

り
で
し

た
。

次

の
観

光
地
白
浜

に
向

か
う

途

中
、
旅

は
道
連

れ
と
新
し

い
仲
間

が
加

わ
り

、
た
く
さ

ん
の

お
土
産

と

美
し

い
自

然
と

澄
ん
だ
空
気

を

た
っ
ぷ
り
満
喫
し

た
私

た
ち

の
素

晴
ら
し

い
房
総

の
旅
は
、

た
く
さ

ん

の
思

い
出

を
残
し
て
く
にれ
ま
し

た
。

経済的で安心なお葬式

街 の 話 題
身近な街の話題をお寄せく ださい。　茴広報課
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